七月十九日（火）

　ピピピピッ　ピピピピッ　ピピピピッ

「うにゅう……」

　少しでもその音から逃げようと布団の上で寝返りを打―――とうとして、自分の体が動かないことに気付いた。

「―――なっ！？」

　体の異変に気づいて目を開けると、なぜか両腕が縛られていた。

　しかも、それだけじゃない。足も動かないことを考えると、両足まで縛られているに違いない。

「な、なんだこれ？」

　ピピピピピピピピピピピピ……ばしっ

　目覚ましの音だけが鳴り響く中、困惑したまま硬直していると、突然目覚ましが止まった。
「うふふ。おはよ、しんちゃん」

「げっ！？」

　目覚ましを止めたのは里美だった。と来れば、当然俺を拘束したのもこいつということになり―――

　俺、朝一でめちゃめちゃピンチじゃん！

「さあ、しんちゃん。いつもは恥ずかしがってできないけど、今日はできるね」

「で、できるって何をだよ？」

　里美が、微笑を浮かべながら俺のベッドにじりじりと歩み寄ってくる。

「決まってるじゃない。キ・スよ、キ・ス」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　嫌だ！襲われる！犯される！

　まさに、恐怖の具現化した存在そのものが近づいてくる。
　里美に比べたら、閻魔大王なんてチワワぐらい可愛いだろう。

　そんな人間に俺の貞操が……漫画で言えば、薔薇が散ってしまう！

　必死に暴れても、ぶっとい縄は俺の腕力なんかでは切れるわけもなく―――

　ああ。こんなことなら、関節を外して縄抜けするとか言う技術を身につけておくべきだったのか。

「しんちゃん」

　もう涙で前が見えない。けど、その声からして里見がすぐ近くにいることがわかった。

　死刑執行は秒読みらしい。

　父さん。母さん。こんな若い身空で逝く息子を許してください。
　ベッドがぎしっと悲鳴を上げた。里美がベッドに乗ったらしい。

　そして、やたらごつい手の感触が、俺の頬に触れ―――

「いっただっき―――」

「何やってるの、里美ちゃん？」

　―――姉さん！？

　一瞬で声の主を判断。俺から姉さんへ里美の注意が行ったその瞬間を俺は見逃さない。

「姉さん、助けてくれ！」
「し、しんちゃん。助けてくれってそれじゃあ、私が無理矢理襲っているみたい―――」

「思いっきり襲ってるだろうがよ！」

　この状況で白を切ろうとするこいつの根性もなかなかだが、縛られているこっちとしてはその根性を認めるわけにはいかない。絶対にだ。

「里美ちゃん」

　そんな俺の思いが伝わったのか、姉さんがゆっくりと俺の部屋に入ってきた。

「り、璃々さん」
「里美ちゃん。あなたの真哉への気持ちは知っているけど、無理矢理はダメよ」
「は、はは……はい」

　あの里美が、素直に頷いている。

　いくら里美とはいえ、姉さんにだけは頭が上がらないのだ。

　なんと言ったって、姉さんは里美のことをいろいろ知っているらしいから……教えてほしいのに、教えてくれないけど。

「里美ちゃんが起こしに行ったのに、なかなか降りてこないから様子を見にきてよかったわね」
「ううっ、ありがとう、姉さん」

　まあ、なにはともかく、今朝も俺の貞操は何とか守られたのであった。

「海に行きましょう！」

　ここは昼休みの教室。

　淳の飯塚さん特製の弁当のおかずを狙いつつ、いつものメンバーで飯食っているところで絆ちゃんがそんなことを宣言した。

「ほら、明後日から夏休みだろ。せっかくだから、みんなをうちの別荘に誘おうかと思ったんだ」

　俺たちが呆気に取られていると、淳がそう付け足した。

　なるほど。去年も行ったイベントを今年も行うというわけか。

　去年は、淳、絆ちゃん、飯塚さんたちの中に俺や里美が混ぜてもらったんだ。

　一応、保護者同伴だったが、それでもその二泊三日の旅行は羽目をはずして遊びまくったのを覚えている。

「淳の家って別荘なんて持ってるの」

「あ、うん」

「そうか、さくらは知らなかったっけ？淳の家がめちゃくちゃ金持ちなの」

「知らないわよ。そんなの」

「淳の親父さん、大病院の院長なんだよ」

「………………」

　さくらは、唖然として淳を見、しばし固まり、

「……いるところにはいるのね。こういう完璧な人」

「……まあな」

　さくらの呟きに同意する。あんまり考えると悲しくなるからこれ以上を考えないけど。

「それで、どうかな？」

「アタシはかまわないよ。面白そうだしね」

「お前。補習は？」

「何言ってるのよ。そんなのサボるに決まってるじゃない」

「あ、そう……」

　あまりにもはっきり言われ、反論する気もなくなった。

　まあ、さくらならそうするか。

「真はどうする？今年も来るよな？」

「ああ。行く行く」

「大貫さんは―――」

「あ、里美は来ないから」

「もう、しんちゃんったら冗談ばっかり」

　バシッ！

「ぐぇっ！？」

　里美のツッコミが俺のわき腹に突き刺さる。くそっ、今のタイミングならノリで流してくれると思ったのに……不覚！

「明奈は？」

「うん。今年もお願いします」

「ＯＫ。それじゃあ、みんな参加と……」

「あ、淳。姉さんも誘っていいか？」

「璃々さん？俺はいいけど、みんなはどう？」

「いいんじゃない？人数多いほうが楽しそうだし」

「私も、中根君のお姉さんにも会ってみたいし、いいよ」

「ムゥ……」

　さくらも飯塚さんも賛成してくれたけど、絆ちゃんだけは不機嫌そうに頬を膨らませている。まあ、彼女にしてみれば女が増えるのはあまり歓迎できないのだろう。

「絆ちゃん。ダメかな？」

「わかりました。いいですよ」

　なんか、やけにあっさり認めてくれる絆ちゃん。かと思ったら、急に顔を近づけてきて、
「後で話があります」

　と一言。

　……やっぱり、なんかあるよなぁ。絆ちゃんだもんなぁ。
　まあ、ともかく、一応姉さんが来ることは認めてくれたんだ。
　とりあえず、姉さんにメールを送信しよう。

　去年、姉さんは旅行に行けなくて、帰ってきてから話したらものすごい羨ましがってたからな。

　今年こそは連れて行ってあげないと……

　♪♪～

　この時間なら、姉さんも昼休みなのだろう。メールはすぐに返ってきた。

『私も行きたいから、日にちを教えて』

「なあ、淳。姉さんが日時を教えてほしいって」

「え～と、他に何かはずせない予定がある人っている？」

　淳の言葉に、俺たち全員が首を振る。

「それなら、璃々さんに合わせればいいんじゃないかな」

「わかった。姉さんにはそう伝えておくから、決まり次第連絡するよ」

「うん。わかった」

　フッフッフ。これで、姉さんという美女がさらに参戦だ。

　性格はともかく、顔は特上の女の子ばかりの海。男として、かなり目の保養をさせてもらおう。

「真。顔がいやらしいわよ」

「う、うるせぇ！」

　そんなことを考えていたら、さくらに見破られた。

　くそっ、そんなに顔に出てたか。

「もう、しんちゃんったらそんなに私の水着が―――」

「それはない！」

「照れなくてもいいの。大丈夫。期待通りすっごいのを見せてあげるから」

　里美が笑顔で爆弾発言をのたまいやがった。

　そんなものを見てしまえば、吐き気だけじゃきっとすまない。失明は必至か！？

「やめろ！俺から光を奪うな、里美！」

「しんちゃん。天国を見せてあげるからね」

「いや、地獄だろ！」

「夏の海。開放的な気分の若い二人は……ぐふっ、ぐふふふふふっ」

「だあああああああああああああ！すでに話、聞いてね～～～～～～～！！」

　妄想する里美の横で、頭を抱えている俺。

　その一方で、淳は絆ちゃんに抱きつかれながら、

「お義兄ちゃん。絆の水着も期待しててね」

「あ、うん」

「今年の夏は、お義兄ちゃんといっぱい思い出を作るんだよ！」

「そうだね。たくさん楽しい思い出を作ろう」

　なんて、会話してやがる。

　あ～あ、あの笑顔の下にどんなことを考えているかも知らないで……

　……まあ、俺も把握し切れてはいないけどね。
　そんなこんなの昼休みは、程なくして終了のチャイムが鳴って解散となった。

　そして、放課後―――
「しんちゃん。一緒に帰ろ」

「断る」

　里美の誘いを一刀両断しながらカバンを持って立ち上がる。

　なのに里美は、はっきりと俺が断ったというのに横に並び、
「どこか寄っていこうよ」

　なんて言ってくる。誰かこいつに言うことを聞かせる方法を教えてくれないものか。
　半ばあきらめながら教室を出、昇降口に向かって歩き出そうとして―――

「ストップ、先輩」

「うぐっ！？」

　後ろから襟元を急に掴まれて引き止められた。

　も、もろに首が絞まったぞ。今の……

　振り返ると、頬を膨らましてちょっと不機嫌そうな絆ちゃん。
　なんで……あっ、そういえば、後で話があるとか言ってたっけ。

「あれ、絆。しんちゃんを引き止めてどうしたの？」

「あ、大貫先輩もちょうどいいから話を聞いてください」

　絆ちゃんは、それだけ言うと、俺と里美の手を引いて廊下の隅まで引っ張っていく。

「さて、それじゃあ手短にお話しますね。淳さんを待たせているので」
「あ、うん」

「お話というのは他でもありません。中根先輩のお姉さんが旅行についてくることについてです」

「はいはい」

　まあ、予想していた通りの話らしい。

「とりあえず、中根先輩のお姉さんを淳さんに近づけてはいけません。良いですね？」

「あ～、それなんだけどさ。姉さんが、淳に何かするとは思わないんだけど」
「そうだよねぇ。璃々さん、彼氏いるしね」

「甘いですよ、二人とも！」

　話に乗り気になれない俺たちに、絆ちゃんは指をびしっと突きつけてきた。

「お二人は、淳さんの魅力を知らないんですか？

　スラーっとした長身に、思わず見とれてしまうようなその顔。ああ、思い出すだけでもうっとり……」
　淳の顔を思い浮かべているのか、恍惚の表情で自分の世界に入る絆ちゃん。

　時間がないのではなかったのだろうか？
「ですから！」

「うわっ！？」

　い、いきなり正気に戻らないでほしいんだが。

「淳さんのかっこよさは、もう神の領域まで行っているんです。だから、他に男がいようと淳さんになびく可能性はいくらでもあるんですよ！」

「そ、そうなの？」
「そうです！」

「わ、わかったよ」

　絆ちゃんの剣幕に押され、思わず頷いてしまったが、姉さんに限ってそれはないよなぁ。

　姉さんが浮気しているところなんて想像できない。イメージと違うし。

　もちろん、話が堂々巡りになりそうなのでそんなことは言わないが。
「それで、具体的には私たちにどうしろって言うの？」
「簡単ですよ。中根先輩のお姉さんの姿を、淳さんに見せないようにしてください」
「絆ちゃん。それ、全っ然簡単じゃない。って言うか無理だよ」
　淳の視界に姉さんを入れないようにって、一緒に旅行をする限り不可能だと思うのだが。
「やる前からあきらめてどうするんですか！何事もまずチャレンジですよ！」

　……良いことを言っているのはわかるんだけど、絆ちゃんの場合、動機が不純だからなぁ。

「……先輩」

　なんて返事に渋っていたら、急に絆ちゃんの目がうるうるし出して、
「応援してくれるって言ったじゃないですか。あの言葉は嘘なんですか？」

「いや、嘘じゃないけどさ」

「うるうるうる」

「……絆ちゃん。淳ならまだしも、俺にはその目は通じないよ」
「ちっ」

　俺の言葉に舌打ちをする絆ちゃん。まあ、この子の本性を知っている以上、いちいち騙されるわけにもいかないだろう。

「先輩。お願いします。このと～り！」

「……はぁ。わかったよ。協力する」

　何度も何度も頭を下げる絆ちゃんに、とうとう俺のほうが折れた。

　ここで頷いておかないと、絆ちゃんがあきらめるわけないだろうし。

「わ～い、さっすが先輩！」

　飛び跳ねて全身で喜びを表現する絆ちゃん。

　まあ、応援するって言ったのは俺だし、こればっかりはしょうがないか。
「大貫先輩も、協力してくれますよね？」

「しょうがないわね。しんちゃんが協力するなら私も協力してあげるわよ」

「ヤッタ！」

「でも、その代わり―――」

　ぞくっ

　その瞬間の里美を見て、俺は背筋が凍るかと思った。

　サタンだ。ここにサタンがいる。

　里美は、恐ろしい微笑を浮かべながら絆ちゃんに顔を近づけると、

「私の計画にも協力してもらうからね」

「先輩も悪ですね。でも、その話を中根先輩の前でしていいんですか？」
　絆ちゃんも、里美に負けず劣らずの黒い笑顔でそんなことを答える。

　な、なに、俺に関係ある計画なの？
「そうね。それじゃ、この話はまた今度ってことで」
「ええ」

　怖い、怖いよ、二人とも！

　俺、マジで震えてるよ。もしかして、俺って殺されちゃうの？
「じゃあ私のお話は済みましたから、これで失礼しますね」

「………………」

「また明日ね、絆」

「さようなら～」

　笑顔で去っていく絆ちゃんに、同じく笑顔で手を振る里美。その横で、俺はただ震えていることしかできないのであった。

　ううっ、絆ちゃんと里美の計画っていったいなんなんだ？

　ああ、寒気がする。布団を頭から被っているって言うのに、震えが止まらない。

　嫌なこと聞いちまったよ。
　って言うか、今更だけど、なんでこんなに俺って不幸なんだよ！

　幼馴染の計画が気になって恐怖で眠れないなんて、普通の人間じゃ絶対ありえないイベントだろ！
　神さまぁ、助けてくださいよぉ。
七月二十日（水）
　ザアアァァ……

　朝起きたら雨だった。

　一学期の終わりだって言うのに、なんかすっきりしない天気だなぁ。まあ、天気に文句言ってもしょうがないんだけど。

　ああ～じめじめして気持ち悪っ。さっさと着替えるべ。

　そう思ってベッドから這い出し、寝汗を大量に吸った寝巻きを脱ぐ。

「ええと、Ｙシャツはと……」

「しんちゃん、おっはよ～！！」

　そこへ、勢いよく里美がドアを開けて入ってくる。当然、着替え途中の俺と鉢合わせ―――

「………………」

　セミヌードのまま俺は固まり、里美はドアを開けた姿勢で少し赤くなりながら、

「……う～ん、セクシー」

　なんてボソッと言いやがった。

「ぐふふっ、朝から、良いもん見れたわ」

「部屋に入るときはノックしろって、何回言わせるんだああああああああ！！」

　我に帰った俺の叫び声が、いつものように悲しく響くのだった。

　今日もまた、悲しくもむなしい一日の始まりだなぁ。

「―――以上で、終わります」

　校長の、長ったらしい特に身にもならない話が終わり、俺は小さく溜め息をついた。

　この終業式の校長の話って、いったい何の意味があるって言うんだ？

　全体の三分の二が十中八九、話を聞いてないだろうし……

　しかも、雨の体育館の中は蒸すから気持ち悪いことこの上ない。

　あぁ、早く終わってくれぇ～。

「続いて、生活指導の沢野先生」

「はい」

　司会の先生に呼ばれ、沢野先生が教壇の上に行く。

　そう。この人、なぜか生活指導の先生をやってたりするのだ。普通、あれって体育教師（男）がやるものじゃないのか？これって俺の偏見？

「あ～、明日から夏休みだって皆もわかっていると思う。部活にバイト、遊びまくるのも個人の自由だから、先生は勉強をやれとは言わない。ただ、一つだけ言いたいことは、問題起こすなよってこと」

　単刀直入だけれど、校長の長ったらしい無駄話よりずっとわかりやすい。皆も、校長のときと比べると、明らかに沢野先生の話を聞いている。

「もし、事故にあったりとか事件起こしたら、そのときは解―――おっと、これ以上はお楽しみにしておきましょうか」

　……解の後、何が続くんですか？めっちゃ気になるんですけど。

「なんなら、今騒いでいるやつを試しに解ぼ―――おっと」

『………………』

　体育館の一同、沈黙である。

　というか、解ぼって、解剖かよ！生きてる人間解剖したら犯罪じゃん！

「ま、そういうわけだから、みんな九月まで平和に暮らすこと。くれぐれも、車には気をつけなさいね」

　そんな小学生に対してのような言葉を言いながら、沢野先生は意味深な笑みを浮かべて教壇を降りていった。

　いつも思う。沢野先生が生活指導をやっている限り、不良だろうが番長だろうが怖くて問題起こせないよなって。

「これで、終業式を終わります。後ろから順に、退出してください」

　こうして、終業式は一応無事に終わったのだった。

「ふ～、終わった終わった」
　帰りのホームルームも終わり、これで一学期は終わりだ。

　今、このときからもう夏休み。
　しかも、幸いなことに、里美のやつは成績が悪すぎて呼び出しくらっている真っ最中だ。
　つまり、今の俺を邪魔するものは何もない！
　と、いうわけで―――

「淳。今日遊ぼうぜ」

　早速淳を誘いに後ろから声をかけた。

「あっ、真か」
　淳はそんな俺に気づくと、見ていたものから顔を上げて、

「良いよ。それじゃあ、雨も降ってるし、家にでも来るか？」

「おう、行く行く。それにしても、お前、何見て……ああ、通知表か」

　後ろから覗き込んだら、淳の通知表には５ばかり書かれていた。というか、５しかなかった。
　オール５ってやつだ。当然ながら、五段階評価である。

　あ～あ、俺にとっては恐怖の代物の通知表。でも、淳は貰うときに気分が良いんだろうなぁ。

　淳ができるやつってのは一年の頃からわかっているけど、ううっ、やっぱうらやましい。

「どうした、真。いきなり目頭なんか押さえて」

「いや、ちょっと人生の不平等性について考えていたところだ」

「？」

　俺の答えに首を傾げる淳。俺の気持ちは永遠にこいつにはわからないだろうな。

「それより、淳。昼飯はどうする？」
「そうだなぁ。今日は親がいないから、外で食べようかと思ってたんだけど」
「そっか。それなら、俺も付き合うよ。ファミレスでも行こうぜ」

「ファミレス？」
「ああ。この辺でファミレスっていったらあそこしかないだろ」

　・
　・

　・

「フ～、食った食った」
　ファミレスで腹を満たした俺たちは、ご機嫌斜めな天気とは裏腹な気持ちで淳の家へと向かっていた。
　ファミリーレストラン　Ｊ－ＳＯＮ

　チェーンソーの看板が有名な、全国規模に支店を持つファミリーレストラン。
　味は絶品で、値段もお手ごろ。おまけに十三日の金曜日には、全品五割引というサービスまである良いお店である。

　ただ、一時間おきに仮面をつけた男が斧を持って店内を徘徊するとかいうパフォーマンスは賛否両論だ。ちなみに、俺はああいうくだらないの大好きだったりするけど。
「やっぱファミレスはＪ－ＳＯＮだな。まあ、十三日の金曜日じゃないのは残念だけどさ」

「ははは。十三日の金曜日なんて滅多にないから。その時は、また来ればいいじゃないか」

「そうだな。その時は、他の連中も連れて行くか」

　淳とＪ－ＳＯＮがいかに素晴らしいファミレスか熱く語り合いながら、淳の家を目指す。

　舌が肥えているはずの淳を唸らせるほどの料理を出すＪ－ＳＯＮ。良い仕事してるぜ。
　そして、程なくして淳の家に到着。
　自動で開いた門を通り、玄関へ。

「ただいま～」

「お邪魔しま～す」

　淳が玄関を開けたので、一緒に中に入る。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　すると、すぐに階段を下りる音と共に絆ちゃんの声が聞こえてきて―――あれ……ご主人様？
　階段の方を見ると、今まさに絆ちゃんが降りきったところでこっちに向かって走ってくる。
　その格好は、予想通りというかなんと言うか、一昨日も見たネコ耳メイド服だった。

　またかよっ！

　って、突っ込みたくなるのをぐっとこらえる。突っ込んだところで、絆ちゃんの機嫌を悪くするだけだ。

　そんな俺の中の葛藤を知らず、絆ちゃんはこっちに向かって走り続け―――

「おかえりなさいま―――きゃぁっ！？」

　盛大に顔面からこけた。
　……うわぁ、痛そう。いくらふかふかの絨毯の上だからって、ありゃ痛いだろ。
　それにしても、何にもないところでなんで転んだんだ？

　絆ちゃん、そういうキャラじゃ―――ハッ、まさか、これが今回の絆ちゃんの手―――ドジっ子メイドか！

「絆。大丈夫か？」

「あうぅ」

　俺の考えを肯定するかのように、淳が駆け寄って顔を上げたときの絆ちゃんの目が、怪しく光り輝いた気がした。
「お義兄ちゃぁん。痛かったよぉ」
　そして、これ幸いと淳の胸に顔をうずめて泣き始める絆ちゃん。

　嘘泣きで、本当に涙流してるよ、この子。
「絆。もう大丈夫か？」
「うん」

　絆ちゃんの女優としての才能にうろたえている間に、嘘泣きは止まったらしい。彼女は立ち上がって、ぺこりと頭を下げるともう一度、
「おかえりなさいませ、ご主人様」

　と言った。

「……絆。頼むから、その呼び方はやめなさい」

「え、ダメ？

　お義兄ちゃん、一昨日は可愛いって言ってくれたよ」

　ほほう。淳のやつ、一昨日、俺が帰った後にそんなことを……

「え、あ、いや、あれは……」

「知らなかったよ、淳。まさかお前に、そういう趣味があったとは」

　言いよどむ淳に、追い討ちをかける。からかいスイッチオンだ。
「妹にご主人様とか呼ばして、興奮する変態野郎だったなんて！」

「誤解だ、真！俺は別に興奮してなんて―――」

「ううっ、じゃあ、絆はやっぱり可愛くないんだ。お義兄ちゃんのためにいっぱい尽くしてあげたいのに、こんな可愛くないメイドさんじゃご奉仕されても嬉しくなんかないよね？」
「ちょ、ちょっと待て絆。絆は可愛いし、俺は嬉しいから―――」

「ほほう。やっぱり、妹のメイド姿に興奮していると」

「だから違うって！」

「いいさ、淳。みなまで言うな。男として、お前の気持ちもわからんでもない。お前がシスコンだろうとメイド好きだろうと、俺はお前の親友であることには変わりない」

「真、あのな―――」

　と、そこで、ようやく淳は俺の顔を見て悟ったらしい。
「真。俺のこと、からかっているだろ？」

「おっ、やっと気付いたか？」
「お前なぁ」

　淳は、ものすごく疲れたようなため息を漏らすと天を仰いだ。
「絆も、真と一緒に俺をからかうなよな」

「からかってなんていないよ。絆は本気だもん」

　そりゃ本気だろう。彼女にしてみれば、自分に興奮してくれなきゃ困るわけだし。

　しかし、絆ちゃんの気持ちは淳に伝わらなかったようで、

「とりあえず、着替えてきなさい。絆も一緒に遊ぶんだろ？」

「え～、この格好じゃダメかな？」

「ダ～メ。そのままじゃ、俺がまた真にからかわれるだろ」

「は～い」

　淳がそう言うと、絆ちゃんは素直に引っ込んでいった。
　う～ん、絆ちゃんにとっては、今日俺が来ることは想定外だったのかな。
　夏休みに入ったことだし、一気に勝負を決めようとしたのかも。だとしたら、悪いことしたかもな。
「はぁ、絆は、どうしてあんな格好を俺に見せたがるんだろう。どうせ見せるなら、好きな相手とかにだけ見せればいいのに……なあ、そう思わないか？」
　俺が絆ちゃんに心の中で謝っていたら、そんなことを淳のやつが振ってきた。

　こいつは、なんでこっち方面に関してはここまでバカなんだ？

　ああ、憐れな絆ちゃん。相手がこの超鈍感男じゃ、勝負かけてもきっと気付かれないぞ。

「そこまでわかっていて、なんでお前は気付かないんだよ？」
「え？」

　俺が聞き返してもこの表情だ。人類代表として、いっぺんぶん殴ってやろうか？
「お待たせ、お義兄ちゃん。それと、先輩」
　拳を作って迷っていたら、普段着に着替えた絆ちゃんが階段を駆け降りてきた。そんでもってすぐに淳に抱きつく。

「何して遊ぶ？何して遊ぶ？」

「ああ。それなんだけど、パーティーゲームで新しいやつ買ったんだよ。俺の部屋にあるから三人でやろう」

「ＯＫ」
　ふふふ。ゲームで俺に勝負を挑むとは愚かなやつめ。ぎたぎたにしてくれるわ！

　・
　・

　・

「くっそ～、なんで真に勝てないんだ」

「先輩。なんかイカサマ使ってませんか？」

「ハッハッハ。実力だよ、実力。さて、もうこんな時間だし、そろそろ俺は帰るな」

　悔しがっている二人を置いて立ち上がる。

　二人がかりで俺に勝負を挑んできた淳と絆ちゃんを軽くあしらっているうちに、いつの間にか外は暗くなっていたのだ。

「勝ち逃げかよ、真」

「悔しかったらもっと練習しておけよ。夏休みなんだからたっぷり時間はあるだろ。まあ、無駄だとは思うけどね」

「うわっ、むかつく」

「あははっ。じゃあな。また今度遊ぼうぜ」

「あっ、先輩。玄関まで送ります」

　勝ち誇った笑い声とともに、颯爽と帰ろうとした俺の後ろを、なぜか絆ちゃんがついてきた。

　……なんで？

「不思議そうな顔しないでくださいよ」
「いや、でも……」

「玄関までですよ。ほら、早く行きましょ、先輩」

　そのままわけもわからずに手を引っ張られて玄関まで連れてこられる。
　そこまで来て、振り返った彼女は淳がついてきていないことを確認すると、
「さて、それじゃ先輩。いきなり家に来るなんてダメじゃないですか」

　と、びしっと俺に指を突きつけてきた。

「せっかく万全の態勢で淳さんが帰ってくるのを待ってたのに、先輩のせいで私のメイド姿を淳さんだけに堪能させるっていう計画が台無しです」

「ああ、なるほど」

　絆ちゃんの言葉に納得する。玄関まで送るなんて言い出したのは、俺に文句を言うためだったらしい。どうりでおかしいと思ったんだ。

「なるほどじゃないですよ！」

「ごめんごめん。だって、あんな格好で待ってるなんて思わなかったから」

「一昨日もいたんだから、あれぐらい想像してくださいよ」

　……無理だって。

「まあ、過ぎたことをいつまでもぐだぐだ言っていても仕方ありません。今後は、家に来るときは私にも連絡をお願いしますからね」

「ん、わかったよ」

「それともう一つ」

　まだ何かあるの？
「先輩、明後日って暇ですか？」
「明後日って、金曜か。特に予定はないけど」

「じゃあ、プールに行くので予定を空けておいてください」
「プール？」
「はい。一駅先に今年オープンしたばかりのところがあるんです。なんか、アトラクションみたいなものもいっぱいあるらしくて」

　へぇ。そんなのがいつの間にかできてたんだ。
　それはちょっと興味あるかも。
「絆ちゃん。行く面子は？」

「私と淳さん、先輩に不本意ながら明奈です」

「ＯＫ」

　平日だから、里美のやつは補習で来れない。アハハハ、ざまぁみろ。

　久々に思いっきり遊んでやるぜ。まさに夏休みって感じだ。

「そうそう。その日、先輩には重要な役目を与えますからね」

「役目？……それって、飯塚さんを淳から離しておけってこと？」

「それもありますけど違います」

「え？」
　これが違うの？

　いつもの絆ちゃんなら、優先してこのことを俺に命令してくるのに。

「先輩には、淳さんの一番欲しい物を訊き出して欲しいんです」

「なんでまた」

　俺が訊き返すと、絆ちゃんは訝しげな顔をして、

「……先輩。淳さんと親友なのに知らないんですか？」

「……何を？」

「淳さんの誕生日、七月二十五日。来週の月曜日なんですよ」

「え、そうなの？」

　知らなかった。
　あいつ、そんなことは一言も話さなかったからな。誕生日が近いなら、催促すればいいのに……無欲なやつ。

　でも、訊いた以上は祝ってやらないとな。そのための欲しい物か。

「よし。そういう理由なら、淳に訊いてみるよ」

「お願いしますね。また、詳しい話はメールで送りますから、今日はこれで」

「うん。それじゃあ、また明後日ね」

「はい。バイバイです」

　小さく手を振る絆ちゃんに背を向け、俺は轟邸を後にした。

「誕生日……か」

　淳のやつ、何貰ったら喜ぶかな。

　やっぱ食い物関係より、形が残るやつのほうが良いよな。

　だとしたら―――ハッ。

　とそこで、俺はあることに気付いてしまった。

　淳は金持ちだ。欲しい物なんて、大抵自分で買えてしまうだろう。それなのに、庶民の俺が淳にプレゼントできるものって、いったい……

　は、はは……こういうのは気持ちが大事なんだよな、うん。
　時間は、あと五日あるんだし、ゆっくり考えよう。気にしたら、きっと負けだ。
　淳と俺との貧富の差を頭の隅に強引に追いやり、今日はもう寝ることにした。
七月二十二日（金）

　♪♪～

「……ほえ？」

　いきなり携帯が鳴り、靄がかかっていた意識が叩き起こされる。

　ううっ……誰だよ。起きる間際のベッドの、このまどろみが気持ち良いっていうのに……

「ふぁい、もしもしぃ」

「……先輩。寝てましたね？」

「………………」

　電話の向こうの冷たい声。この声は間違いなく絆ちゃんの声だ。

　それにしても、なんでこんなご機嫌斜めな―――って、ああっ！

　一瞬で意識が覚醒した。

　そうだよ。今日は、絆ちゃんたちと一緒にプールに行く約束してたんじゃん！

「うわっ、ごめん！今何時？」

「約束の時間からちょうど十分経ったところです」
「マジで！？」

　時計を見ると、確かに約束の一時より十分ほど過ぎたところを針が指していた。
「ごめん！ホント、ごめん！」

「謝るのは後でいいですから、早く来てください」

「うっ、すぐ向かいます」

　それだけ言って携帯を切ると、急いで着替えを始める。

　あぁ、絆ちゃん、本気で怒ってるよ。
　なんか奢ることで許してくれればいいんだけど……甘い考えだよな。やっぱそれは。

　・

　・

　・

「ほんっとうに申し訳ない！」

　俺は、乱れた息もそのままに、待っていた三人に向かって頭を下げた。

　結局、俺が待ち合わせ場所の駅に到着したのは約束の時間から三十分過ぎた後のことだった。

「すまん。言い訳も浮かばん。完全に俺が悪い」

「もういいよ。真が反省しているのは良くわかったから」

「うん。それに、まだ一時半だし、遊ぶ時間はいっぱいあるから」

　よかった。淳と飯塚さんは笑って許してくれるみたいだ。

　……でも、当然ながら絆ちゃんだけは完全に膨れていて、

「プイッ」

　俺が視線を向けたら明後日の方向を向いてしまった。

　はぁ、やっぱり怒ってる。参ったなぁ。

「待たせてごめん、絆ちゃん」

「………………」

「絆。真を許してやってくれよ」

　俺が謝っても、絆ちゃんは明後日の方向を向いたままなのを見かねたのか、淳が横から助け舟を出してくれた。

「真だってこんなに謝ってるんだしさ。絆だって、こんなことで時間取りたくないだろ？」

「お義兄ちゃん……うん。お義兄ちゃんがそう言うなら」
「ありがとう、絆」

「えへへ」

　淳がそう言って絆ちゃんの頭を撫でると、彼女は嬉しそうに目を細めた。

　まるで猫のようなその仕草。こういうところは、やっぱ可愛いと思う。

「それじゃ、行こうか」
「うん。行こっ、お義兄ちゃん」

　さっきまではいったいなんだったのか。絆ちゃんは急に上機嫌になって淳の腕を引っ張って歩き出した。
　飯塚さんは慌ててそれに並び、俺も置いていかれないようについていこうとしたところで、振り返った絆ちゃんと目が合った。
　淳に向ける視線とはまったく違うその瞳。その瞳が語っていた「先輩の役目、覚えていますね？」と……

　はいはい、わかってますよ。

　淳から、誕生日に欲しい物を聞きだすんだよね。遅刻した分、そっちで挽回するって。

　なんとなくは予想していたんだ。
　絆ちゃんなら、多分そのセレクトをするだろうって。

　でも、予想していたとはいえ、まさか着てくるとは……スクール水着を。

　それも、胸にひらがなで「きずな」ってでかでかと書いてある。

　一部の人間にしては、ストライクど真ん中だろうけど、どうしてそうマニア向けに走るかな？

　隣の飯塚さんみたいに、もっと一般受けするやつにすればいいのに。

　ちなみに飯塚さんの水着は、花柄のワンピース。う～ん、やっぱ可愛い。

「お義兄ちゃん。泳ご泳ご」
「ああ、わかったから引っ張るなって」

「待って、準備体操してからだよ」

　そんな俺をよそにプールへと向かって行く三人。

　……もしかして、絆ちゃんの格好を気にしているのは俺だけなのか？

　いや、まあ、似合っているっていえば、殺人的に似合っているんだけどね。

「真～、何やってんだ？置いてくぞ～」

「ん、ああ」
　まあ、いいか。みんなが気にしないっていうなら、俺も気にしないでおこう。うん。
　その後、しばらく四人で真夏のプールを堪能。

　とは言っても、泳ぎで競争したりするわけでもなく、プールの中でばしゃばしゃやってたりアトラクションを楽しんだりした。まあ、俺は足が付かないようなアトラクションは無理だけどね。
　え、理由？それは聞かない約束だぜ。

　……俺、誰に言ってるんだろ？
「真。一回休憩入れないか？」

「ん。ああ、いいぞ」

　四人一緒にプールから上がると、一足先に休憩していた飯塚さんと絆ちゃんが迎えてくれた。
「お義兄ちゃん。絆が拭いてあげるね」

「わわっ、自分で拭くって」

「はい。中根君」

「ありがと」

　淳と絆ちゃんがじゃれている横で、飯塚さんからバスタオルを受け取る。

　ううっ、こういう細かな気配りって嬉しいもんだな。

「真。俺、飲み物買ってくるけどお前は何が良い？」
「ん。そうだな…」
　そこで、淳の後ろにいた絆ちゃんが俺に向かって小さく目配せした。

　はいはい。俺も一緒に行って、あいつが欲しがっているものを訊いてくればいいのね。

「淳。俺も行くよ」

「ん、そうか？」
「飯塚さん。絆ちゃん。何飲みたい？」

「あ、私は何でもいいよ」

「じゃあお茶でいい？」

「うん」

「絆はオレンジジュース」

「りょ～かい」
　女の子二人から離れて、淳と並んで売店を目指す。

　まあ、こういう場所だからお値段のほうはちょっと高めになってしまうが、それはしょうがないだろう。
　四人分の飲み物を買い、来た道を歩き出す。

　でも、このまま戻るわけにもいかない。だって、淳のやつに欲しいものを訊けてないんだから。

「なあ、淳」

「ん？」

「お前さ。今、欲しいものってあるか？」

「なんだよ、突然」

「良いから、答えろって。それとも、欲しいものはみんな持っているとか言うつもりか？そんなこと言ったらぶっ飛ばすからな」
「真。笑顔で怖いこと言うなよ」
　いけないいけない。貧乏人の僻みが出てしまったぜ。
「それで、欲しいものは？」

「そうだなぁ。う～ん……しいて言うなら、彼女、かな」

「―――はい？」

　なんか、ものすごい意外な単語が淳の口から発せられた気がするんだが。

「真だって欲しいだろ、彼女」
「あ、ああ」
　……どうやら気のせいではなかったらしい。

「俺、もてないからさ。でも、いたらうれしいと思うんだよな……って、どうした、真？」

　淳の言葉に頭を抱えたくなるが、ジュースを両手に持っているせいでそれができない。そんなパニックっている俺を、淳が不思議そうな顔で見ている。

　こ、こいつは……

　マジでぶっ飛ばしたくなるのをぐっと押さえる。

　わかっている。わかっているんだ、こいつが鈍感の神だってことぐらい。

　でもだからって、どうしてその口から「俺、もてないからさ」なんて言葉が出てくんだよ！

　お前に告白した何人もの女の子たちのことを覚えてないのかよ！

　だいたい、さっきから通り過ぎる女の子女の子が、全員お前のこと見てるじゃねえか。そこにまず気づけよ！
　うわっ、あの子なんて目うるうるさせちゃって完全に恋する乙女の目になってんじゃないか！

　ほら、淳。気づくだろ。普通なら気づくだろ！

「？」

　うがああああああああああ、この女泣かせぇ！
「し、真！本当にどうしたんだよ？」

「はぁ、はぁ……なんでもない」
「いや、なんでもなくないだろ」

「頼むから、ほっといてくれ」
　ううっ。どうしてこんな鈍感野郎が、こんなにルックスが良いんだ？

　世の中、絶対間違ってるよ。

「あれ？」

　俺がちょぴり泣きそうになっていると、淳が何かに気づいたような声を上げた。

「ん、どうした？」

　俺も淳の見ている方向を見てみると、さっきまで飯塚さんと絆ちゃんがいた場所だ。
　だけど、今はそれ以外にも二人の若い男が彼女たちに何か話しかけているようだった。
　……ナンパかな、あれ？

　まあ、あの二人のルックスなら、声かけられても当然か。
「真。早く行こう」

「あ、淳」

　っとと、確かに淳の言うとおり悠長に分析している場合じゃなかった。

　走り出した淳の後ろに、俺も慌ててついていく。

　それはちょうど、男の一人が飯塚さんの腕を強引に掴んだところが見えた時だった。

「明奈」

「あ、淳君」

「お義兄ちゃん」

　淳がその場に到着すると、目に見えて女の子二人の目が輝いた。それと対称的に、ナンパしていた男二人の顔は不機嫌になったけど。
「二人に、何か用ですか？」

　淳はあくまで紳士的に、二人の男に声をかける。
「お前は？」

「その二人の連れだよ。俺らは」

　そこで淳に追いついて、俺はそう返事をした。

「……ちっ、男つきかよ」

「用がないなら、明奈から手を離してくれ」

「わかったよ」

　男二人は、飯塚さんを解放すると、さすがに揉め事を起こす気はないのだろう、人ごみの中に消えていった。

「大丈夫、二人とも？」

「うん、私はだ―――」

「ふぇ～ん、おにいちゃ～ん」

　淳が笑いかけると、これ幸いと淳に抱きつく絆ちゃん。
「怖かったよぉ」
「大丈夫。俺が来たからさ」

「えぐっ、えぐっ」

「………………」

　そんな二人を、複雑な表情で見ている飯塚さん。

　ふぅ、やれやれ。

「大丈夫だった、飯塚さん」

「あ、うん…二人が来てくれて、良かったよ。ありがとう」

「お礼なんていいって。というより、こんな場所で女の子二人だけ残した俺らの考えが足りなかったんだし」
　飯塚さんはこうだし、絆ちゃんの方は本性見せたならともかく、猫かぶり状態じゃな。この二人にナンパ男を撃退することは無理だろう。

　絆ちゃんの本性を知っていたから、安心しきってたよ。
「だから、お礼を言うなら淳に言いなよ。走り出したのは、あいつが先だから」

「あ、そうなんだ」

「うん」

　そう。君が掴まれているのを見て、あいつは走り出したんだ。

　だから……

「絆。そろそろ離れなさい」

「えへへっ、もっともっと～」

　じゃれあう淳と絆ちゃんを見て、俺は少しだけ憐れに思った。

「あ～、今日は楽しかったぁ。ねっ、お義兄ちゃん」
「ああ。そうだね」
　プールからの帰り道、俺達四人は並んで帰路へとついていた。
　あの後、一休憩入れた俺たちは、日が暮れるまで思いっきり遊んだのだ。当然ながら、教訓を生かして女の子だけにしないようにしてだ。

「淳。俺、こっちだからさ」
「あ、そっか。それじゃあ、またな、真」

「またね、中根君」

「バイバイ、先輩」

　手を振る三人に手を振り返し、途中から俺は一人で帰ったのだった。
「ふぅ、今日は疲れたなぁ」

　プールって全身運動だからな。今日は早く寝るか。

「おやすみ～」

　♪♪～

　と、ベッドにダイブしたところでいきなり携帯がなった。

　……誰だよ。俺の睡眠を邪魔するのは。

　携帯を開くと、「轟　絆」の文字。
　絆ちゃん？なんだろ？

「はい、もしもし」
「あ、先輩。こんばんは」

「うん。それで、何？」

「淳さんの欲しがっているもの、訊いてくれましたよね？」

「……あ」

　し、しまった。なんかいろいろあって、すっかり忘れてた。

「……忘れてたんですね？」

「うっ、あ、いや、その……」

　ど、どうする？正直に、あいつが彼女を欲しがっていたとか答えるか？

　いや、でも、絆ちゃんにそれ言うと、自分にリボン巻いてプレゼントですとかとんでもないことやりそうだし……というか、絶対やる気がする。それはちょっと道徳的にまずい気がするのでパスしてと。
　えっと、じゃあどうしよう？

「はぁ……先輩に期待した私がバカでしたよ」

「そこまで言う！？」

　い、いかん。このままでは先輩としての威厳が……

　もともとそんなもんはないとか言う突っ込みは置いておいて、俺は記憶をほじくり返す。

　淳が欲しがってたもの、欲しがってたもの……

「あ、そうだ！」

「どうしたんですか？」

「確か、あいつ、靴を新しいのを買おうとか言ってた気がするぞ」

「靴……ですか？」

「そうそう。うん、思い出した。一週間くらい前に、ぼそって言ってたんだよ」

　休み時間かなんかだったと思うけど、確か身につける物の話に一回なったはずだ。そのときに、淳が言っていたのを思い出した。
「……あ、でも、もしかしたら淳のやつ、もう新品を買っちゃってるかも」
「いえ、淳さんの新しい靴なんて見てませんし、まだ買ってないと思いますよ」

「そっか」

「そうですね。それじゃあ、プレゼントは靴にします」

　良かった。これでなんとか、先輩としてのメンツは守れたぞ。

「ありがとうございました、先輩」

「あははっ、これくらいお安い御用さ」

「さっきまで忘れていたのに、調子良いですね」

「うっ…痛いとこ、つかないでよ」

「くすっ。それじゃあ、今度は月曜日に」

「うん。じゃあね」

　電話が切れて、ベッドの中に顔をうずめる。

　ふぅ……これでようやく眠れる。

「おやすみ～」

　そうして、今度こそ俺の意識は闇へと落ちていった。

七月二十五日（月）

　パンパン　パパパンッ
『誕生日、おめでと～』

　俺と一緒に淳が轟邸の玄関をくぐった瞬間、クラッカーの音と共に飯塚さんと絆ちゃんの声が重なった。
「え、ええ？」

　そして、俺も、ポケットからクラッカーを取り出すと、混乱している淳の後ろから鳴らす。

　パンッ

「うわっ！？」
「くくっ、おめでと、淳」

　耳元で鳴るクラッカーの音に飛び上がる淳に、笑いをこらえながら肩に手を置いた。

「真。明奈。絆も……いったい、これは？」

「なんだ、お前、まだわかんないのか？」

「今日は淳君の誕生日だよ。忘れちゃった？」

「……あ」

　まさに今思い出しましたって顔をする淳。普通忘れるかよ、自分の誕生日。
「じゃあ、真。いきなり俺を呼び出したのって」
「そう。お前を連れ出して、驚かしてやろうと思ってさ」

「絆たちが、先輩にお願いしたんだよ」

「なんだよ。おかしいと思ったんだ。いきなり真からあんなメールが届いたと思ったら、何にもないんだもんな」

「悪い悪い。でも俺は、嘘はついてないぜ」

　俺が淳に送ったメールの内容は『お前が今すぐ来てくれないと、俺が大変な目に遭っちまうんだ。助けてくれ、淳！』って言うものだ。

「ほら。お前がすぐ来てくれなきゃ、俺、そっちの二人に大変な目に遭わされたかもしれないだろ？」

「もう。そんなことしないよ」

「そうだよ～」

　いや、飯塚さんはともかく、君は何かしてくるでしょ、絆ちゃん。

「いつまでも玄関にいないで、行こっ、お義兄ちゃん」

「私、台所借りていっぱい料理作ったから、たくさん食べてね」

「へぇ、それは楽しみだな」

「なっ、昼飯抜いてよかったろ。淳？」

「ん、ああ。そうだね」
　四人でそのままリビングに入ると、大量の料理が食卓の上に置かれているのが目に入ってきた。

　うわ～、しかも二段重ねのケーキまであるし。こりゃ、飯塚さん、ずいぶん気合入れたな。

「淳はそこに座れよ。それじゃあ、改めて」

『誕生日、おめでと～』

　俺の掛け声と共に、俺は、飯塚さん、絆ちゃんと再び淳へとお祝いの言葉を叫ぶのだった。
「よ～し、淳。主役のお前が挨拶して、乾杯しろ」

「そんないきなり言われても」

　淳は、ジュースの入ったコップを持ってしぶしぶと立ち上がる。

「え～と、今日は、俺のためにこんな場を用意してくれて、ありがとう」

「淳～、固いぞ～」

「うっ、いきなりこんなことやらされる身にもなれよ。こうなったら真の誕生日の時は、もっとすごいことやってもらうからな」

　ヤジを飛ばしたら、淳のやつはそう噛み付いてくる。

　フッ、甘いな。淳は最も重要なことを失念している。

「お前、俺の誕生日知らないだろ」
「……教えてくれ」
「そんなこと言われて教えるわけないだろ」

「そんな～」

「大丈夫だよ、お義兄ちゃん。大貫先輩に聞けば一発だって」

「あははっ。ダメだよ、絆ちゃん。これに関しては、里美のやつも答えないから」

「え？」

　絆ちゃんは驚いて目を丸くしているが、これは本当のことだ。

　俺にとって、自分の産まれた日って言うのは別の意味を持つから。

「まあ、俺の誕生日のことはどうでもいいだろ。淳、さっさと乾杯しようぜ」

「真。逃げるなよ」

「ほらほら、早く、お前も目の前にあるもの食いたいだろ。それには乾杯しないとな」

「ううっ、わかったよ」

　押し切ったぜ。やっぱり、淳も早く飯塚さんの料理を食べたかったってことだな。

「えと、それじゃ気を取り直して、かんぱ～い！」

『かんぱ～い！』

　というわけで、淳の誕生パーティーが開始された。

「淳君。これ、私から」

　飯塚さんは、淳へと綺麗な包装用紙に包まれた何かを手渡した。
「なんか悪いな。こんな料理まで作ってもらったのに」

「ううん。大したものじゃないから、気にしなくていいよ」
「ありがとう。開けてもいいかな？」

「うん」

　淳が包装用紙を外すと、なんか英語のタイトルの分厚い本が現れた。

「うわぁ、俺、この本欲しかったんだよ」
　淳がその本をぺらぺらとめくると、中身は全てアルファベットで書かれていた。

「良かった。淳君が気に入ってくれて」

「ありがとう、明奈。凄く嬉しいよ」

　飯塚さんのプレゼントに、もの凄く淳が喜んでいる。

　しかし、俺にはあれは呪いの書にしか見えない。
　絵より文字が多い本を見るだけで眠くなるというのに、その文字が全てアルファベットだなんて。俺の精神、銀河の彼方まで飛んで行ってしまうぞ！
　くっ、これが庶民との格の違いだというのか！

「じゃあ、次は絆だよ。はい、お義兄ちゃん」

　俺が打ちひしがれているのをよそに、絆ちゃんが淳にプレゼントを手渡している。

「ありがと、絆」

「開けて開けて」
「うん」
　淳が包みを開けると、俺がアドバイスした通り新品のスニーカーが出てきた。

「どうかな、お義兄ちゃん？」

「ありがと、絆。俺、ちょうど新しいやつを買おうと思ってたんだよ」

「ホント？良かった」

　絆ちゃんが、こっちに向かってウインクで合図したので、俺は親指を立てて合図を返してあげた。

　俺としても良かったよ。俺のアドバイスが役立ってさ。

「それにしても凄いな。デザインも俺の好みだし」
「それは研究してますから」

「え？」

「ううん、なんでもない」
　絆ちゃんがボソッと言った本当のことを慌ててひた隠す。
「ああ、最後は俺か」

「え、真もくれるのか？」

「いや、すまん。俺は何も用意できてないんだ」

「別にいいよ。気持ちだけでさ」

「悪いな」

　……実は、プレゼントは用意してあるんだけどね。

　ちょっと女の子の前で渡すものではないんでね。

　ブツは、あとであいつがトイレに立ったときにでも渡すとしますか。フッフッフ……
「なんか不気味に笑っている真はほっといて、食べるか」
「って、不気味とか言うな！」

「あはは。それじゃ、いただきま～す」
「今度は無視かよ！」

　まあ、そんなわけで、笑いながらの会食が始まったのだった。

　・

　・

　・

　一時間後。

『ごちそうさまでした～』
　パーティーが始まって早一時間。べちゃくちゃ話しながらでも、空腹に料理が旨いことも相まって、食卓の上の料理は全て俺たちの腹の中に納まっていた。

「いやぁ、やっぱ飯塚さんの飯はうまいな」
「フフッ、ありがとう」

「あ、俺ちょっとトイレ行ってくるよ」

　と、そこで淳のやつが席を立った。

　―――チャンス！

「ごめん二人とも。俺もトイレ」

「あ、うん」

　淳に続いて席を立ち、慌てて追いかける。
　ブツはちゃんと懐に忍ばせてある。よしっ。

　淳がトイレに入ったのを確認して、出てくるのをしばし待つ。

　そして、しばらくして、トイレのドアが開いて淳が出てきた。

「真。お前もトイレか？」

「いやいや」

「お前にプレゼントを渡そうと思ってな」

「え？だって、さっきないって」

「あの二人の前だと渡しにくいもんなんだよ。ほら、これ」
　その言葉とともに、懐から例のブツを出して淳に見せる。その瞬間―――

「ぶっ―――ししし真！これ！？」

「そろそろお前も耐性付けといた方が良いだろ。遠慮しないで受け取れよ」

　俺は、淳の前でごっついエロ本を開き始める。

「わわわっ！？」

「ほら、これなんか見てみろよ。すっげぇエロいだろ」
　俺は、特にエロいと思われるページを開いて、淳の顔の前に突きつける。

「ほらほら、どうだ、淳？」

「ぶはっ！」
「ああ、エロ本に鼻血が！？」

　刺激に耐えかねたのか、淳が盛大に鼻血を噴出してぶっ倒れる。その際にせっかくのプレゼントのそのページが真っ赤に染まってしまった。
　ああ、もったいない。うう～ん……淳にはまだ早すぎたかなぁ？
「でも淳。これくらい耐えられないと、いざというとき困るぞ」

「そうですよね。私との本番で倒れられたら困るし…うっわぁ～、でもこれ、凄いですね」

「そりゃ、俺の秘蔵だったから―――って、絆ちゃん！？」
　いきなり第三者の声がすると思ったら、絆ちゃんがいつの間にかそこにいて、さらにプレゼントのエロ本を読み出していた。
「すっご～い。こんな格好でしてる。先輩、こんなもの持ってるなんてエッチですね」
「……絆ちゃん。なんで読んでるの？」

「今後の勉強ですよ、勉強」

「勉強って」

　エロ本を女の子に見られている持ち主の気にもなってくれよ。相当気まずいんだが。

「わぁ、痛くないんですかね、これ……」
「やめなさい」

「って、ああっ！？」
　俺は我慢できなくなって、絆ちゃんからエロ本を取り上げた。

「んもう、なんで取り上げるんですか？」

「これは淳にあげたものなの。だから絆ちゃんが読んじゃダメ」

　絆ちゃんはぴょんぴょん跳び上がって、俺の手からエロ本を奪おうとするが届かない。

　身長差がありすぎるせいだ。

「このっ！見せてくれたって良いじゃないですか。先輩のケチ」

「女の子がこんなもの見てたらダメだろ」

「なんですか、その偏見。興味があるんだから良いじゃないですか」

「淳に嫌われるぞ」

「淳さんにはそんなとこ見せないから大丈夫です」

「ダメなもんはダメなの」

「減るもんじゃないし」

「俺の精神力が減る」

「……ううっ、こうなったら」

　そんな押し問答がしばらく続いた後、絆ちゃんは少し後ろに下がり―――

「って、ちょっと！」

「おりゃあっ！」

　助走をつけて大きくジャンプ！
　しかし、当然助走をつけたんだから当然垂直に跳ぶわけはない。その勢いのまま、俺に衝突。突然のことで絆ちゃんの体を受け止めきれずに、俺は床でつるんと滑り―――

　ごんっ！

　思いっきり後頭部が床に叩きつけられた。

　ほ、星が、星が飛んでるよ。

「やった。やっと手に入れましたよ」

　頭上からは絆ちゃんの声。どうやら、エロ本を奪い返されたらしい。
　おまけに、お腹に重さを感じることから俺の上に座っているみたいだし。
　くっ、そっちが暴力に訴えるなら、俺だって！

「じゃあ、早速読書開―――」
「フンッ！」

「始って、わひゃあ！？」

　勢いよく腹筋で上半身を起こし、腹の上に乗っていた絆ちゃんをひっくり返す。

　ふっ、力ならこっちが上だぜ。

「さ～て、絆ちゃん。返してもら―――」

「真。お前、何やってるんだ？」

　絆ちゃんの手から、エロ本を取り戻そうと手を伸ばした瞬間、横から淳の声が聞こえてきた。

　視線をそっちに向けると、なんか顔を真っ赤にした淳が起きていて―――あ、もちろん鼻血じゃないからね。

「二人が、そんな関係だったなんて」

「……は？」

　とそこで、俺と絆ちゃんの位置関係に気づいた。
　俺は絆ちゃんをひっくり返して、その上からその手にあるエロ本を取り戻そうと手を伸ばしている。
　……これって、どう見ても俺が絆ちゃんを押し倒して、これからナニかしますっていう図じゃん。

「お義兄ちゃん、誤解―――」

「淳、誤解―――」

「いいんだ、ちゃんとわかってるから」

　絆ちゃんも現在の状況に気づいたのか、俺と声をそろえて叫ぼうとして、それを淳に手で制された。

　ふう。なんだ、ちゃんとわかってるのか。ってことは、さっきのは冗談かよ。まったく、淳にしては性質の悪い……

「でも、そういうことは廊下じゃなくて、ちゃんと部屋でやった方が」
「って、お前、何もわかってないじゃないか！」

「へ？」
「そうだよっ！絆と中根先輩がそんな関係になるなんて、天地がひっくり返ってもありえないよ！それより、どうしてお義兄ちゃんは先輩が絆に襲い掛かったって思わないの？」

「あははっ。真にかぎってそんな犯罪者みたいなことしないよ」

「淳。そうやって信じてくれるのは嬉しいが、それなら誤解だってことも信じてくれ」

「え、だから、二人が同意の上でしようとしてるんだろ？」

『それが誤解だって言ってるんだよ（の）！』

　結局なんにもわかっていない淳に、俺と絆ちゃんの叫びがハモるのであった。

　あの後、あのバカの誤解を解くのに二人がかりで夜までかかってしまった。
　淳の誕生日を祝いに行ったのに、何やってたんだ、俺らは？

　しかも、どさくさに紛れてあのエロ本は絆ちゃんの懐に入ったみたいだし……ハァ、激しく欝だ。

　こういうときは、早く寝るに限る。

　神様。あのエロ本のことで、今後絆ちゃんにからかわれませんように。

七月二十九日（金）

　青い空には小さな雲と黄金色の太陽。

　日の光を受け、波が反射し幾重にも光り輝く海。

　真っ白な砂浜で遊びまわる家族連れやカップルたち。

　淳のおじさん、おばさんが運転する車に乗って数時間。轟家の別荘に到着した俺たちは、早速この海へと繰り出していた。

「真～！空いている場所、見つけたぞ～！」

「お～う、今行く～！」

　こっちに向かって手を振る淳の姿を見つけ、そっちに歩き出す。俺の肩にはパラソルが担がれており、着替えに時間がかかるであろう女の子たちのために、先に着替え終わった男二人で場所取りをしておこうという魂胆だ。

「ここで良いよな？」

「ＯＫだろ」

　淳の見つけた場所に、パラソルを立てたりビニールシートを敷いたりする。

　いくら淳の家が金持ちだろうと、流石にプライベートビーチではないらしい。それでも夏真っ盛りのこの時期、普通ならばもっと砂浜は人で溢れまくっているはずなのに、あっさり場所が見つかるほどの人数しかいない。いわゆる、穴場というやつなのだろう。

「よし、準備はこれで良いよな」

「そうだな。後は、みんなが来るのを待つだけだ」

　さくら、飯塚さん、絆ちゃんに姉さん……果たして、どんな水着姿を見せてくれるのか。

　男の本能なので、つい想像してしまう。ああ、非常に待ち遠しい！

　どよっ！

　と、そこで、いきなり砂浜の一角が騒がしくなった。

　ついに来たか！あれだけの美女軍団。騒がしくならないわけがない。

　早速俺も、騒ぎの渦中の美女たちの水着姿を見ようとそちらに体を向け、

「しんちゃ～～～～～～～ん！！」

「って、おまえかああああああああああああああ！！」

　何人もの人たちをぶっ飛ばしながら砂浜を走ってくる異次元生命体を、寸でのところでかわす。

　あ、危ないところだった。

　里美のことを、完全に失念―――というか、考えないようにしていたせいで、こいつもまた、別の意味で騒ぎを起こすことを忘れていた。

「ううっ、しんちゃんが避けた」

「当たり前だ！」

　こいつの水着姿なんて見ていても、目の保養どころか毒にしかなりそうにない。俺は、こんなものを見に海に来ているのではないのだぞ！

「しんちゃん。今、ものすごく失礼なこと考えてなかった？」

「気のせいだ」

　里美の言葉にぴしゃりと言い放ち、里美が通ってきたことで分かれた人垣の先を見る。

　里美が来たんだから、他のみんなも、もう来るはず―――って！？

　ばふっ

「あいたっ！？」

　高速で飛来した何かが俺の顔面に直撃し、俺はひっくり返る。

　い、いったい何が？

「真～、あれぐらい受け止めなきゃ」

　そんな言葉とともに、俺の顔面で跳ね返ったものが体の上に落ちてきた。ビーチボールだ。

　こんなものを、あんな高速で投げられるやつといったら声の主である怪力女しかいない。

「さくら、てめ―――」

　さくらに文句を言おうと跳ね上がり、俺は見事に言葉を失った。

「……何よ？」

　そんな俺を怪訝そうに見つめるさくらの格好は、セパレートのビキニである。

　なんというか、反則的だ。特に胸とか胸とか胸が。

「お待たせ～、淳君。中根君」

「お義兄ちゃん♪」

　とそこへ、飯塚さんと、絆ちゃんがやってきた。二人の水着は、この間プールに行ったときと同じ花柄のワンピースとスクール水着だ。
　……だから絆ちゃん。いい加減、淳にその趣味がないことに気づきなよ。

「あ、真哉。良い場所取れたみたいね」

　そしてさらに、大人の魅力ムンムンのビキニの姉さんまでやってきて―――

「神よ、感謝します」

　思わず、そう祈りたくなるほどの感動を噛み締める。

　あぁ、生きてて良かった。

　これで後方にいる異次元生命体さえいなければ文句はないのだが、そこまで望むのは欲張りというものだろう。

「ふふっ、うれしそうですね、中根さん」

「うっ、巫凪……」

　そういえば、さくらがこの旅行に巫凪を誘っていたんだった。

　くぅ。まさか俺のにやけ顔を見られるなんて。

「まあ、皆さん綺麗な人ですからしょうがないんでしょうけど、女の子の前でそういう顔はどうかと思いますよ？」

「はい、面目ない」

　男の本能とはいえ、スケベと言われればその通りである。
「あ～あ、でも、私も水着を着れたら良いんですけどね」

「巫凪の水着？」
　巫凪は、可愛いし、スタイルだって悪くない。そんな巫凪が水着を着たら……見てぇ。

「中根さん。またにやけてますよ」

「うっ！」

　巫凪の水着を想像していたら、いつの間にか顔の筋肉が緩んでいたらしい。

「エッチですね」

「……すまん」

　いかんいかん。もっと顔の筋肉を引き締めなくては。
「し～ん。そんなところで一人でぼーっとしてないで、みんなも来たんだし、遊ぼうぜ」

　そう意識したところで、淳が俺の肩を叩いた。

「ん、ああ、そうだな」

　淳に答えて、軽く巫凪に目配せする。

「はい。私のことは気にしないで遊んできてください」

「ごめんな」

「いえいえ」

　巫凪に小さく謝罪してから、意識を淳たちに向ける。
　淳たちは、これから何をして遊ぶかを話し合っているようだったので、早速その話に加わることにする。
「淳。何か道具はあるのか？」

「ああ、スイカがあるから、定番のスイカ割りとかできるよ。あとは、ビーチボールもあるから」
「何言ってるの。海に来たら泳ぐに決まってるでしょ」

　淳の言葉の途中で、さくらがどこかバカにしたような感じで言ってきた。
「……それじゃ、さくらは一人で泳ぐと」
「は？もちろんあんたも泳ぐに決まってるじゃない」

「なんで俺まで―――」

「ごちゃごちゃうるさいわね。ほら、泳ぐわよ、真！」

「うわっ、ちょっ、待―――！」

　待て待て待て！ひょっとしてこいつ、俺のこと知らないのか！？

「真。沖まで競争だからね」

　そのまま海に向かって放り投げられ、ばっしゃ～んと音を立てて沈む。

「ブクブクブク……」

　さて、ここで俺の秘密を一つ明かそう。

　―――俺は、筋金入りの金槌である！

　海水は普通の水よりも体が浮かびやすかろうがなんだろうが、浮かばないものは浮かばない！

　しかも落下地点は結構深いところらしく、今現在沈み中。

　じたばた　じたばた

　暴れても、当然のごとく浮かずに無駄に体力を使うだけ。

　……やばい！本気で死ぬ！

　苦しい！助けて！ヘルプミープリーズ！

　ああ……意識が遠のいて―――

　・
　・

　・

「起きて―――」

　うぁ……

　今にも消えそうな意識に、誰かの声が届く。

「真、真！」

「真哉！しっかり―――」

　みんなの声が……呼んでるのか、俺を……

「中根先輩。そのまま起きないと、大貫先輩に人工呼吸されますよ」

　がばぁっ！

　絆ちゃんの一言に、俺は慌てて飛び起きた。

「はぁ、はぁ…」

「あ～あ、起きちゃった。もう、絆ったら言っちゃダメじゃない」

　隣を見ると、やたら残念そうな里美の姿。

　あ、危なかった。絆ちゃんの声で、長年培った里美への防衛本能が反応してくれたようだ。

　里美に人工呼吸なんてされたら、魂まで食われちまうからな。いや、本当マジで。

「真、大丈夫なのか？」

「ああ。なんとか」

　淳に返事をしつつ、軽く頭を振って意識をはっきりさせる。

　ああ、思い出した。俺、さくらに海に放り込まれて、そのまま溺れそうになったのか。

「あはは、ごめんね、真。まさか、あんたが泳げないなんてね」

「あのなぁ、さくら。死にかけた俺としては、笑って済まさないで欲しいんだが」

「うっ……ごめん」

「……まあ、お前も転校してきたばかりで知らなかったんだろうから、強くは責めないけどさ」

「うん……」
「ジュース一本ぐらい奢ってくれよな」

「うん。それぐらいなら」

　さくらは、俺の言葉に頷くと、海の家に向かって走っていった。
「よっし、それじゃあ、なんかして遊ぼうぜ」

「本当にもう大丈夫なの、真哉？」

「大丈夫だって。姉さんも心配性だなぁ」

「なら、良いんだけど」
「大丈夫だって。それより、ビーチバレーでもやろうぜ」

　というわけで、俺は荷物を置いてある場所へとビーチボールを取りに戻るのだった。

「それじゃ、誰と誰が組む？ちょうど六人だよな」
　俺と淳、絆ちゃんに飯塚さん、姉さんにジュースを買って帰ってきたさくらの計六人だ。

「あはは。しんちゃん、いくらなんでもゴリラを数え忘れたらかわいそうだよ」

「……いや、人数に入れなかったのはおま―――ごほっごほっ、すまんすまん」

　ここでいらんこと言って、里美の機嫌を損ねても仕方あるまい。それより、七人となると数が半端だな。
「ねぇ、私はいいから、みんなで楽しんだら？」

「え、姉さん、いいの？」

「ええ。それに、多分私じゃ、みんなの動きについていけないから」

　……言われて気づいた。

　今ここにいるメンバーって、ほとんど運動神経が標準より上の人間ばかりじゃん。

　標準なのって飯塚さんぐらいだろ、だって。

「すいません、璃々さん」

「いいのよ、気にしないで轟君。応援しているだけでもきっと楽しいから」

　姉さんはそう言って微笑むと、荷物置き場のシートの上に腰掛けた。

「優しい人だよな、璃々さん」

「ああ―――って、いてててっ！？」

　いきなり背中に痛みが走ったと思ったら、絆ちゃんが思いっきりつねっていた。
「き、絆ちゃん？」

「先輩。約束忘れたんですか？」

「へ？」

「先輩のお姉さんを淳さんに見せないでください！」
　そっか、そういえばそういう約束してたんだっけ。

　絆ちゃんの小声ながらも強い口調でそのことを思い出す。

「わかりましたね？」

「努力します」

「はい、頑張ってください」
　はぁ。頑張っても、無理なものは無理なんだけどなぁ。

「それじゃ、誰と誰がペアを組もうか？」
「は～い。絆はもちろん、お義兄ちゃんと」
「は～い。里美はもちろん、しんちゃんと」

　淳の言葉に、同時に手を上げる絆ちゃんと里美。

　どうして絆ちゃんは可愛く聞こえて、同じセリフを言った里美の方は恐ろしいだろうか？

　比べる対象があるせいで、いつもより恐怖が際立って見えるぞ。

「そうなると、俺が絆と組んで、真は大貫さん―――」
「ちょっと待て、淳。俺は里美と組むことを了承した覚えはないぞ」

「もう。しんちゃんったら冗談ばっかり」

「俺は本気だ」

「そんなこと言っても、心の奥では私のこと……大丈夫。照れなくてもちゃんとわかってるから」

「いや、全然わかってないだろ。お前」

　いつものことながら、どうやったらそういう解釈ができるんだか……
　いかんいかん。このまま里美の相手をしていたら、埒が明かない。ここは一つ、
「組み合わせは、グー、チョキ、パーで決めようぜ」

「グー、チョキ、パーか。人数もちょうどいいな」

「うん。私はそれでいいよ」

「アタシも。さっさとそれで決めて、始めようよ」

　俺の提案に、淳と飯塚さんとさくらが賛成してくれた。

　里美の意見なんて知らんから、あとは絆ちゃんが納得してくれればいいんだけど。

「絆も、それでいいか？」

「うん。絆もいいよ」

　淳が訊くことで頷いてくれた。
　ごめんね、絆ちゃん。あとでなんか奢るから、里美から逃げさしてくれ。

「それじゃ、さっそく―――」
『じゃんけん　ぽん』

　・
　・

　・

　……で、結局組み合わせはこうなった。

「なんでアタシがこんな豚と組まなきゃいけないのよ！」

「それはこっちのセリフよ、このゴリラ！」

「頑張ろうね、淳君」

「ああ」

「――――――」
　さくらと里美が罵倒し合い、ペアとなった淳と飯塚さんを、俺のペアとなってしまった絆ちゃんがものすごい目で見ている。
　なんだよ、この組み合わせ。ある意味、一番問題ありそうな組み合わせじゃないか。

「じゃあ、真。早速試合を始めようか」

「……ああ」

　しかし、決まってしまったものはしょうがない。

　こうして、不安だらけのビーチボール大会の火蓋が切って落とされた。
　第一戦淳・飯塚さんペアＶＳさくら・里美ペア。第二戦俺・絆ちゃんペアＶＳさくら・里美ペアの二試合が終わり、いよいよ俺・絆ちゃんペアＶＳ淳・飯塚さんペアの試合がやってきた。

　え、前の二試合がどうなったかだって？
　あっという間に終わったよ。さくらと里美が互いの足を引っ張り合ってね。（体当たり。足払い。味方に向かってスパイクｅｔｃ…）
　ま、そんなわけで早速試合開始だ。

「よし、行くぞ！」

　淳が、綺麗なフォームでジャンピングサーブを放つ。

　コースもスピードも申し分ないそれを、俺は跳びついて何とかレシーブする。

「先輩、ナイスレシーブ！」

　あがったレシーブの落下地点には、すでに絆ちゃんが走りこんでいた！

　タイミングは完璧。彼女は、俺にトスする気もないのか、そのまま跳び上がり、

「やぁっ！」

　思いっきりスパイクを放つ！

「このっ！」

　それを淳は寸でのところで拾い、それを飯塚さんがフォロー。態勢を立て直した淳のスパイクが俺たちのコートに突き刺さった。

　う～ん、さすがにやるなぁ。でも、やっぱりこうじゃなきゃ面白くないよな。
「淳。すぐに取り返すからな！」

「来い、真！」

　・

　・

　・

　試合も中盤。
　一進一退で点を取り合い、遊びだというのに自分たちでもびっくりするぐらいの良い試合をしている。
「先輩、こうなったら必殺技を出しますよ」

「必殺技？」

　そんなこと突然言われても、困るんだが。と言おうとしたら、彼女がわかっていますという風に俺の横までとことこと歩いてきて、

「耳貸してください。ごにょごにょ」

「……って、そんなこと、マジでできるの？」
「任せてください」

「ふむ」

　彼女が言う必殺技なんて、漫画くらいでしかないと思っていたんだが……ま、絆ちゃんは自信満々みたいだし、物は試し。やってみるか。

「わかった。やってみよう」

「さっすが先輩。それじゃ、頼みますよ」

「おう」

　絆ちゃんと離れ、淳のサーブを受けるために構える。

「何か作戦あるのか、真？」
「それを敵に言うはずないだろ、淳」

「それもそうだな。それじゃ、行くぞ！」

　淳のすばらしいサーブが迫る！
「てぇい！」

　それを絆ちゃんが必死にレシーブし、ボールが上がる。

「先輩！」
「わかってる！」

　そのボールの落下点に入り、そのままバカ高いトスを上げる。

　―――これで準備は整った！

「先輩！」

「来い、絆ちゃん！」

　俺は砂浜にひざまつき、そこへ絆ちゃんが走りこむ！

　そして、俺の左膝、右肩に置いてある右手へと順に駆け上がり、そのままジャンプ！

　その瞬間、俺も立ち上がって彼女が乗った右手を空に突き出している。その結果、絆ちゃんは空高く舞い上がり、そこへちょうどボールが降ってくる。

　タイミングも完璧。今まさに、漫画でしかありえないと思っていた必殺技が完成する！

「やぁっ！」
　そして、放たれたそのボールは、飯塚さんの顔面に向かってまっすぐ飛んでいき―――

「え？」

「危ない、明奈！」

　あわや激突というその瞬間、淳が飯塚さんを突き飛ばし、スパイクの軌道からぎりぎり逃した。
「ごめんなさい。手元が狂っちゃって」
「手元が狂ったって、絆ちゃん……君、絶対わざとだろ」

「あはは」

　必殺技を出して、本当に飯塚さんを必殺する気だったのか、この子は。

　全く、こんな物騒なことを絆ちゃんに吹き込んだのは誰だよ？

「さすがね、絆。その邪魔者を排除しようとする精神、良くここまで成長したわ」

「って、お前が元凶か！」

　ボソッと聞こえてきた里美の言葉に、振り返ってビーチボールを思いっきり投げつけた。

　けれど、それは意図も簡単に受け止められてしまう。
「しんちゃん。いきなり危ないよ」

「お前の存在自体の方がもっと危ないって」

「え～、人畜無害の私を捕まえて、変なこと言わないでよ～」

「明らかに人畜有害だろうが！」

　……はぁ。もう良いや。里美はほっとこう。その方が、世界も俺の精神もきっと平和になれる。

　それよりも、今は飯塚さんだ。怪我してなきゃ良いけど。

「飯塚さん、大丈夫？」
「うん。ちょっとビックリしたけど、大丈夫」

　俺が声をかけると、ちょうど淳の手をつかんで飯塚さんが立ち上がっているところだった。
　それを見た絆ちゃんが、後ろで声に出さずに悲鳴を上げているが、フォローはしない。
　今回のこれは、完全に自業自得だからな。

「それじゃ、ゲーム再開できる？」
「うん」

「よし。じゃあ、淳。決着つけようぜ」

「おう」

「……ううっ、今度こそ今度こそ」
　まったく懲りていない絆ちゃんが少し不安だけれど、試合が続行されることになった。

　結局この試合は、その出来事から冷静さを失くした絆ちゃんのために、俺たちの負けに終わるのであった。

　……まぁ、妥当といえば妥当な結果だな。それなりに楽しめたし、こんなもんだろ。

　散々海で遊んで、轟家の別荘に戻った俺たちは、豪勢な夕食と入浴を済ませ、後は寝るだけ―――なんていうことには当然ならない。夜は長いのだ。こういうときに遊ばないでどうする！

　というわけで、アルコールの入ったジュースを飲みつつ、飲み会が開始された！

「真哉って、子どものときは本当に可愛かったのよねぇ。怖い映画を見た後とか、電気つけっぱなしじゃないと眠れなくて、最後には一緒に寝たいとか言って」

「そうですよねぇ。三人で一緒にお風呂に入ったときとか、しんちゃん、可愛かったなぁ」

「他にも、あ～んなこととか」

「うわぁ、中根さんが！？」

「こ～んなこともありましたよねぇ」

「中根さん……大胆……」

　泡たて麦茶片手に、俺の暴露話をしている姉さん＆里美。それを、興味津々に聞いている巫凪。

　正直、勘弁してください。

「お義兄ちゃん……絆、体が熱いの……」

　酔った勢いか、絆ちゃんが擦り寄って胸元のボタンをはずす。

　絆ちゃんの幼児体型とはいえ、必殺と言っても過言ではない威力の一撃だ。

　ただ問題なのは、擦り寄ってきている相手が俺ということ。

　淳と飯塚さんはすでにつぶれて向こうでダウン中。つまり、俺と淳を間違えてるのだ、この子は。

　……許して。ただでさえアルコールで理性の限界値が下がっているというのに、これでは俺の中の狼が……

「きゃはははははっ！真、飲んでる～？」

　ばしばしとそんな俺の背中を叩きながら、笑って俺の隣に腰を下ろすさくら。

　助かった。痛みで、理性が若干回復したぜ。

「ちゃんと飲まなきゃダメよ。きゃはははははっ！」

「飲んでるよ」

　こいつ、笑い上戸だったんだなとか思いつつ、持っているアルコール入りカルピスを口に含む。

「ダメ！そんなんじゃ量が足りない！」

「ふごっ？」

　いきなり缶を俺の口に押し込んでそのまま押し上げる。そんなことされたら、当然飲み続けるしかなく―――

「ぷはぁ」

　かなり残っていたそれを、一気に飲み干してしまった。

「お義兄ちゃん。素敵……」

　俺の飲みっぷりに何を感じたのか、さらに潤んだ瞳で見上げてくる絆ちゃん。

　だから、いい加減間違いに気付いてくれ！

「あっ、絆ったら、ずいぶん色っぽいじゃない。よ～し、アタシも脱ごっと」

「って、ちょっと待てぇえええええ！！」

　いきなり自らの服に手をかけるさくらを抑える。んなことされたら、本当に理性が焼き切れるっちゅうねん！

　あかん、俺も酔ってきてる。言葉にエセ方言が混じり出してるし。

「うぅ、さくら先輩、なら私だって！」

「だぁあああああ！よせ、絆ちゃん！」

　さくらに対抗して、絆ちゃんまで本格的に脱ごうとする。

「何しているんですか、三人とも？」

　そんな状況で、俺の暴露話を聞いていたはずの巫凪が現れて……

「いや、その、これは……違うんだ、巫凪。自分でも何が違うのかはわからないんだけど、とにかく違うんだ」

「………………」

「あの、巫凪さん？」

「……私も」

「え？」

「私も脱ぎます！」

「のわぁあああああ！？なんで飲めない巫凪までぇええええええ！？」

　こんな風に、にぎやかな夜は過ぎていくのだった。

七月三十日（土）

　昨夜の大騒ぎから復活したのは、全員昼過ぎになってからだった。
　そして、俺たちは、昨日に引き続き海でのバカンスを満喫している。

　と、言っても、さすがの俺たちの中にも体力差が現れ始めていた。

　さくらと里美は、体力に関しては底抜けのようで泳ぎで勝負しているらしい。

　俺と淳は、さっきまで遊んでいたが今は休憩中。

　絆ちゃんと飯塚さんと姉さんは、三人仲良く日の光を浴びながらのお昼寝中である。

　……この三人が並んで寝てると、それだけで絵になるな。

　さっきから通り過ぎる男通り過ぎる男が、三人に目を奪われているのが手に取るようにわかる。

　だって、俺も目を奪われている男の一人だから。

「ほら、真。ジュース買ってきたぞ」

「おっ、サンキュ」

　淳が買ってきた缶ジュースを受け取り、一気に飲み干す。

　ふぅ、生き返るね。

「あはは。三人とも、良く寝てるな」

「ああ」

「あ、そうだ。これ、写真に撮っちゃおうか？」

「――その手があったか！」

　淳に言われるまで思いつかなかった。この貴重な映像を、写真というお手軽で永遠に残す方法があったなんて！
「淳！」

「ど、どうした、真？」

「その写真。俺にも焼きましてくれよな。絶対」

「ああ、別にいいけど」

「よっし！」

　思わずガッツポーズ。それを見ている淳が、ちょっと引いてるのは気にしない方向で。

「……なあ、真。少し、話があるんだけどいいか？」

　三人の写真を撮り、ほくほくした気分でジュースを飲みながらまったりしていたら、淳が唐突にそう切り出してきた。
「なんだよ、改まって」

「ちょっとさ、訊きたいことがあって」
「訊きたいこと？」

「ああ」

　淳の表情を見る限り、特にふざけた感じはない。どうやらマジな話らしい。

　でも、淳に訊かれるような真面目な話って、心当たりがないんだけどなぁ。

「なあ、真」

「うん」

「お前、絆をどう思ってるんだ？」

「……は？」

　淳の問いの意味を、俺は一瞬理解できなかった。

「淳……それって？」

「ほ、ほら、兄貴の俺が言うのもなんだけど、絆って可愛いし、お勧めだと思うんだよ。それに、真なら俺も良いかなって思えるし」

　バカだ。この男、絶対バカだ。

「あのなぁ、なんでそうなるんだよ？」
「いや、だって真と絆、仲が良いだろ」

「仲が良いって……」

　こいつ、確か前にもこんなこと言ってたな。

　でも、俺と絆ちゃんは仲が良いって言うのとはちょっと違うぞ。それを、どうやってこいつにわからせたらいいんだよ？

「それに、絆もいつまでも俺にべったりってのはどうかと思うんだよ。そろそろ兄離れしないといけないだろ」

「そんなの別にいいだろ。絆ちゃんみたいに可愛い義妹に慕われてるんだからさ」

「そりゃ、そのことは嬉しいよ。でも、あんまり俺にべったりだと、その……困るんだよ。いろいろと」
「？」

　なぜかそこで、淳が言い淀む。しかも、なぜか照れたように顔が赤いし……

「淳？」

「あはは。ほら、俺だって、一人になりたいときがあるんだよ」

「だからって俺に絆ちゃんを押し付けるのか？それに、お前の場合、絆ちゃんがいなくても飯塚さんがいるから一人になんて―――」

「あ、明奈は関係ないって！」

「………………」

　いきなり声のボリュームが上がる淳。それを見て、わかってしまった。
　そうか。こいつ、気づいたんだ。
　自分が欲しがっている『彼女』が、あの子のことだって……
　淳と飯塚さんの間で俺の知らない何かがあったのだろうか。
　そのことを詮索する気はないけど、そうか、とうとう気づいてしまったか。

「そっか。やっと気づいたんだな」

「え？」
「飯塚さんが好きなんだろ、淳」

「――――――！？」

　俺がそう確かめると、淳は真っ赤になって慌てて俺から視線を逸らした。

　もう、バレバレだ。
「ううっ……真。気づいてたのか？」

「ああ。とっくの昔にな」

「……まいったなぁ」

　照れ隠しに頬を掻く淳。俺は、それを横目に、寝ている彼女をちらりと盗み見た。
　絆ちゃん……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(タイムアップ),時間切れ)。君の負けだ。
　淳は気づいてしまったから、自分の気持ちに。

　これで逆転勝ちなんてことは、もうなくなったんだよ。

「それでさ、真。絆のこと、頼めないかな？」

「………………」

「真と絆、相性が良いんじゃないかな。昨日のバレーだって、息があってなきゃ、あんな曲芸みたいなことできないだろ。

　だから、真なら絆のこと―――」

「俺は―――」

　わかっている。本当は、ずっと前からわかっているんだ。

　淳の後をいっつも追いかけている彼女の姿を、いつの間にか目で追っている自分がいることくらい。

　そして、彼女の意識を自分に向けさせたいと、思い始めているってことぐらいわかっているんだ。

　でも、それは叶わぬ願いだから。そう思って、ずっと抑え続けてきた。なのに―――

　なのに、絆ちゃんの願いは、壊れてしまう。
　正確な日はわからない。けれど、淳が自覚した以上、近いうちにそのときは訪れる。

　……絆ちゃん。君は、これからたくさん泣くことになるんだろうね。

　どうしようもないぐらい傷ついて、枯れるまで泣いて、ぼろぼろになって……
　そのとき、俺は、どうするんだろう？

　そのとき、俺は、どうしたいんだろう？
「……淳。絆ちゃんにはさ、好きな男がいるんだ」

「え？」

「俺は、その相談に乗っていただけ。その相手の男が、どうしようもないくらいの鈍感だから、協力して欲しいって言われてさ」

「えっ、そうだったのか？絆のやつ、もう他に好きな人がいたんだ。知らなかった」

「ああ。お前は鈍感だから、気づかなかったんだろ」
「うっ、それはしょうがないだろ。それより、絆が好きな相手って誰なんだ？」

「……はぁ。淳、俺の口からそれを言えるはずがないだろ。自分で考えろ」

「う～ん」

　真剣に悩みだす淳を見て、一発殴りたくなってきた。

　本当に鈍感野郎め。どうして今ので気づかないんだよ。

　鈍感な相手って、お前しかいないだろうが。バカ。
　どうして、どうしてこいつなんだよ、絆ちゃん。

　こんなバカに、どうして……

　……やめよう。俺がこんなこと考えても、どうしようもない。どうしようもないんだ。

「淳。休憩は終わりにして、なんかしようぜ」
　俺は、一呼吸置いて意識を切り替えると立ち上がる。

「淳。聞いてるか？」

「う～ん……」

「いつまでも考えてるなよ。どうせお前にはわかんないんだから」

「あっ、そういう言い方ないだろ」

「だって本当のことだろ。ほら、行くぞ」

「待てよ、真！」

　さくらや里美とも合流し、四人で遊んでいる間、俺は唯一つのことを祈っていた。

　せめて夢の中では絆ちゃんの願いが、叶いますようにと……
七月三十一日（日）

　散々遊び通したこの旅行も今日で終わりだ。

　淳の両親が運転する車に乗り、帰路に着く。

　さすがの俺も疲れていた。だから、車の中で眠りたかったのだが……
「先輩。今回の旅行の反省会しますよ」

　と、隣に座っている絆ちゃんが小突いてくる。

「……絆ちゃん。俺、寝たいんだけど」

「ダメです。もうちょっとだけ、起きていてください」

「んなこと言っても……」

　助手席では淳が、絆ちゃんを挟んだ反対の席では飯塚さんが、ぐっすりと眠っている。

　おそらく、前を行くもう一台の車内も似たようなものだろう。

　それなのに、その中で起きろというのだこの子は。

　ああ、ダメだ。二人から聞こえてくる寝息が、眠りへと誘っているようで―――

「ごめん。やっぱ、寝る」

「お口、失礼します」

「―――っ！？」

　眠りの世界へと旅立とうとしたところで、口の中に何かを突っ込まれた。

　か、辛っ！何これ？

「絆ちゃん。いったい、何を……」

「これですよ、これ」

　そう言って絆ちゃんが俺に見せたのは、眠気覚ましのガム（激辛）。

　げ、激辛って……洒落になってないぞ、これ。

　確かに眠気は一瞬で覚めるけど、代わりに涙で前が見えなくなりそうだ。

「中根君。どうかしたのか？」

　俺の異変に気づいたのか、淳のおじさんが運転しながら訊いてきた。
「あ、う……」

「パパの眠気覚ましのガムを食べちゃったんだよ」

　口の中がひりひりして口ごもる俺の代わりに絆ちゃんが説明するが、正確には絆ちゃんが俺に食べさせたである。

「ハハハッ。中根君、そのガムは慣れないときついぞ。絆、お父さんにもガムをくれ」

「はい、パパ」

「ありがとう」

　絆ちゃんから眠気覚ましのガム（激辛）を受け取った淳のおじさんは、何の躊躇もなくそれを口に入れる。

「くぅ、やっぱり効くなぁ」

　へ、平気で噛んでるよ、この人。

　いったい、どういう味覚してるんだ？
「それじゃ、パパ。運転頑張ってね」

「おう、任せておけ」

　絆ちゃんは父親に声援を送ると、こっちに向き直って声量を一段落とし、

「それじゃ、先輩。反省会を始めますよ」

「絆ちゃん。おじさんにばれるんじゃない？」
「大丈夫ですよ。はい、これ」

　次に絆ちゃんに手渡されたのはトランプだ。

「これさえ持ってれば、傍目からはトランプで遊んでいるようにしか見えないですし、声のトーンも落とせばパパにも聞こえません。みんなが寝ているから、ぼそぼそ話すのも不自然じゃないですし、ほら、完璧じゃないですか」
「……なるほどね」

　こうなったらしょうがない。彼女に付き合うしかなさそうだ。

　まあ、さっきのガムで眠気も覚めちゃったしね。
「まずは、先輩のお姉さんについてですね」

「はいはい」

「先輩の言うように、確かに危険度は低いみたいですね。淳さんより、どっちかって言うと先輩のことを気にかけている様子でしたし。まあ、油断はしませんが」

　トランプを切りながら、絆ちゃんの話に適当に相槌を打つ。

　姉さんが、淳をどうしようと思うなんて、考えられないもんな。そこは流して大丈夫なところだ。
「それで、先輩。この旅行中、淳さんの様子はどうでした？私のこと、何か言ってましたか？」

「何かって？」

「ほら～、絆が可愛いとか、もう絆しか見えないとか、絆に告白しちゃうぞとか、そんなことですよ」

「それは……」

　どうしよう。言った方が良いのか？
　淳が好きなのは、君じゃないってことを―――

「先輩。どうでした？」
　そのことを知れば、この子が傷つくのは間違いない。

　それが、遅いか早いかの差だ。結局は、傷つくことに変わりない。
　でも、その光景をいきなり見せられるより、俺から言った方が絆ちゃんは傷つかないんじゃないか？

　それなら、それなら俺は―――

「せんぱ～い。聞いてます？」

「絆ちゃん。淳は―――」
　でも、俺は、ぐっとその先の言葉を飲み込んだ。

「？」

「………………」
「先輩？」

「……淳は、淳はさ。絆ちゃんのこと、可愛いって言ってたよ」

「本当ですか！？やったぁ！」

　両手を上げて喜ぶ彼女に、俺の胸が音を立ててきしむ。

　俺は別に嘘は言っていない。淳は、確かに絆ちゃんのことを可愛いと言った。

　でも、それは一人の女の子としてじゃない。家族へ、妹へ向けた言葉だ。

　決して、絆ちゃんが望んだ言葉ではない。それなのに―――

「あはっ」

　どうして、こんなに嬉しそうに笑うんだよ。

　君だって、本当は気づいているんじゃないのか？

　淳の気持ちが、自分に向いていないことにさ。

　ずっと淳のことを見てきたんだろ。俺なんかより、ずっと。

　付き合いの短い俺が気づいたのに、絆ちゃんが気づかないはずないんだ。

　―――それとも、そう思い込まなきゃ自分を保てないくらい、淳のことが好きなのか？

　そこまで、淳の存在が大きいのかよ、絆ちゃん。

「えへへ。可愛いだって。やっぱり、あの水着を選んでよかった。大貫先輩の言うとおりでしたよ」

「そう……」

　言えない。言えるわけがない。

　こんな風に笑う彼女に、君の願いはもう叶わないなんて―――
「よかったね、絆ちゃん」

「はい♪」
　俺はまだ、見たくない。

　こんな嬉しそうに笑う絆ちゃんが、泣くところなんて見たくない。

　俺は、笑っているところが見たいんだ。たとえ、それが俺に向けられるものじゃないとしても、泣き顔を見るよりはずっといい。

　それが、俺のわがままだとしても―――

「ふぅ、やっと寝れる」

　我が家に帰ってきた俺は、姉さんと交代で風呂に入って食事を取った後、車の中で眠れなかったこともあり早めに寝ることにしたのだ。

　けれど、ベッドの中に入っても、浮かぶことは絆ちゃんのことばかり。
　この旅行で、淳は自分の気持ちははっきりさせた。

　絆ちゃんにとって、最も残酷な結果をだ。
「……絆ちゃん」
　結局、俺はそのまま眠りの世界へと旅立っていた。

八月六日（土）
「はぁ、気が重いな」

　ベッドに寝転んで天井を見上げながら、そう呟いた。

　今日の夕方、淳たちと一緒に毎年恒例の花火大会に行くことになっていたが、正直、気分が乗らないのだ。

　はぁ。花火大会前に、こんなテンションになるなんて初めてだよ。

　その原因というのは、昨日届いた一通のメールだ。
　淳から届いたそのメールには、今日の花火大会で飯塚さんに告白するから、その間、絆ちゃんをどうにかしてくれという内容のことが書いてあったんだ。

　どうして俺がそんな貧乏くじを引かなきゃいけないんだって、俺は断った。
　断ったんだけど……

　その後も、何度も何度もお願いしてくるあいつに負けて、結局は俺の方が折れたんだ。

　あいつは友達だし、応援してやりたい気持ちは当然ある。でも、淳には絆ちゃんがいる。
　それでも、俺が折れたのは本当にしつこかったからだ。

　まあ、淳の場合、俺が断ったら他に頼めるやつがいないっていうのもあるだろうけど……
　つまり、今回のことそれだけ本気ってことだ。
　もう、今日起こる出来事はほとんど想像できる。

　淳と飯塚さんはめでたく結ばれ、そして、彼女は……

「ああ、めんどくせえなぁ」

　いっそ雨でも降って、花火大会が中止になってくれればいいのだが、窓の外では日光がじりじりとアスファルトを焼き、蝉の声がやかましく響いている。
　今日も良い天気らしい。

　この分だと、花火大会が中止になるなんてことは考えられないよな。

　いつかはこうなるとわかっていたとはいえ、やっぱり気は重い。

　……はぁ。

　ドドドドドドドド……　がちゃっ
「しんちゃん！」

「うわっ！？」

　何度目かの溜息をついたところで、ドアを壊さんばかりの勢いで里美が部屋に飛び込んできやがった。

　驚きのあまり跳びあがった俺は、なぜかベッドの上で正座という状態だ。

「おっはよ。しんちゃん」

「お前な…」

　マジでビビッた。

　こいつがいきなり登場するのは心臓に悪すぎる。何年寿命が縮んだんだか。
「里美。部屋に入るときはノックしろと、何度言わせるんだ」

　俺は、ばくばくいっている胸に手を当てて落ち着けると、里美に何とか言い返す。けれど里美は、反省の色などどこにもない様子でからからと笑い、

「あははっ。それよりしんちゃん、今日は花火大会だよ」

　と、話題を変えてきやがった。
　……まあ、こいつが人の話を聞かないのはいつものことか。

「ああ。花火大会だな」
「しんちゃん。花火大会に一緒に行こうよ」

「悪いけど、先約が入っているんでな」
「先約？」
「ああ。淳たちと一緒に行く約束をしているんだ」

「それなら、私が一緒に行っても全然問題ないじゃない」
「いや、まあ、それはそうなんだが」

　里美が加わったところで、いつものメンバーがそろうだけだ。というか、むしろ夏の補習が終わった今、淳たちも里美が来ることは当然と考えているだろう。

　でも、ただでさえテンション低い中、里美の相手までする気になれない。
　こっちは絆ちゃんのことで手一杯なんだから、なんとかして、断らないと――
「あのさ、里美―――」
　♪♪～

「あ、ちょっとごめん」
　とそこへ、里美の携帯にどこからか電話がかかってきたようだ。

「もしもし……えっ、例のブツが手に入った！？」

　里美は、ちらりと一瞬こちらを見、今度は俺に聞こえないように声を潜め始めた。

「本当なの？ふんふん…」

　……なんだよ、例のブツって。

「確認するけど、それを使えば……うん。ＯＫ。受け取りは……金は…」

　あ、怪しい。ところどころ聞こえてくる単語は、どれも危険な匂いがいっぱいだ。

　まさかクスリじゃないだろうな。里美のやつ、とうとうそこまでやっちまったのか？

　俺がその可能性を心配し出したところで里美は携帯を切り、

「ごめんね、しんちゃん。私、急用ができたから行かなくちゃ」

「あ、ああ」

「この埋め合わせは必ずするから」

「いや、埋め合わせなんてしなくていい」

「ううん、絶対するから。それじゃね」

　ドドドドドドドド……

　来たときの勢いそのままに、里美は階段を降りていった。
「……なんだったんだ、いったい？」

　里美を断る手間が省けたと、素直に喜べそうになかった。

　あいつの顔、何か企んでいるときの顔だったから。

　……俺に関係ありませんように。

　その可能性が低いとしても、願わずにいられない俺であった。
　祭囃子が聞こえてくる中、待ち合わせ場所へとゆっくりと歩いていく。

　かといって、時間的に余裕があるわけでもない。どっちかって言うとぎりぎりなくらいだ。

　それでも、今の俺は急ぐ気になれなかった。時間稼ぎにしかならないっていうのはわかっているけれど……

「お～い、し～ん！」

　しばらくそのまま歩いていたら、淳の方が、俺を見つけたようだ。

　俺は、軽く手を上げて挨拶すると、三人のもとに歩いていく。

「遅いぞ、真」

「遅いって、時間ぴったりだぞ」

「え、あ、本当だ」

　俺の言葉に、携帯を確認して納得する淳。気持ちはわかるが、焦りすぎだ。
「こんばんは、中根君」

「先輩。見て見て～可愛いでしょ」

　今日は、飯塚さんも絆ちゃんも浴衣だ。

　うん。絆ちゃんが自慢したくなるのもわかるくらいとても可愛い。

「二人とも、浴衣似合うね」
「ありがとう」

「えへへ。さっきお義兄ちゃんにも褒められたんだ」

「そう。良かったね」

　胸を掻き毟りたくなる衝動を押さえて、なんとか微笑を返す。

　―――心が、折れそうだった。

　絆ちゃんの笑顔を見て、どうしても揺らいでしまう。

　この笑顔を守るために、淳の邪魔をしたほうがいいんじゃないのか？

　そうすれば、まだみんなで笑って過ごせる。

　淳には、また次の機会にって謝ればいいさ。なっ。

「真」

　そこへ淳が、小声で話しかけてくる。

「今日、頼むな」

「………………」

　ほら、断れ。断っちまえよ。

　そうすれば、少なくとも今日は、彼女は泣かないで済むんだぜ。
「……淳」

「うん」

「大丈夫。わかっているから」

「頼りにしてるよ」

　俺がそう答えると、淳は嬉しそうに笑った。

　結局、断ることなんてできなかった。

　だって、それは俺のわがままだから。そんなことをしても、俺だけの自己満足にしかならないから。

　俺のわがままに、三人を巻き込むことはできない。できないんだ。
「それじゃ、花火が始まるまで屋台でも回ろう」

「うん」

「さんせ～い」

「よっしゃ、食うぞ～」

　だから、今は目いっぱい楽しもう。

　今日で最後になるかもしれない、この時間を―――

「ふぅ、これで一通りは回ったかな」

「そうだな」

　祭りを見始めて二時間。

　祭り会場のだいたいの屋台は覗いたはずだ。それのおかげで、俺たちの手には輝かしい戦利品が握られている。

　俺の手には、タコ焼きと焼き鳥。淳の手にはフランクフルトとラムネ。絆ちゃんの手には綿飴と射的で俺が取ったヌイグルミ。飯塚さんの手にはりんご飴と水風船。
　いずれも祭りの風物詩といえるものだ。

　ちなみに、すでにお好み焼きとカキ氷は俺たち全員の腹の中に収まった後だったりする。
「あっ、みんな、そろそろ花火が始まる時間だよ」

「もうそんな時間か」

　飯塚さんに言われ、携帯で時間を確認する淳。そのとき、さっと俺に向かって意味ありげな視線を一瞬だけ送ってきた。

　……わかったよ。

　その合図の意味ぐらい、簡単にわかる。

　どうやら、楽しい時間はここまでらしい。

「それじゃ、食べ物も確保したし、見通しの良い場所に――」
「ああっ、しまった！」

　淳の言葉を遮って、俺は叫ぶ。

　さて、上手く演技をしないと―――

「どうしたの、中根君？」

「食い物って焼きそば買ってないじゃん！」
「焼きそばって、それくらい別にいいじゃないですか。早くしないと、花火始まっちゃいますよ」

「甘い、甘いぞ絆ちゃん！あのキャベツの多い焼きそば食わなきゃ、祭りに来たって感じがしないじゃないか！」

「……ずいぶん変なこだわりがあるんですね」

　絆ちゃんが呆れた目で俺を見てくる。が―――

「焼きそばか。俺も食べたいな」

「うん。絆も食べたいと思ってたの」

　淳がそう言った瞬間に絆ちゃんの態度が１８０°変わった。うん、計算通りだ。

「それじゃあさ、絆。真と二人で、焼きそばを買ってきてくれないか？」
「先輩と二人で？絆は、お義兄ちゃんとがいいな」

「頼むよ、絆。場所取りはこっちでやっておくからさ」
「え～」

「お願いだよ」

「……うん。お義兄ちゃんがそう言うなら」

　絆ちゃんは、微妙に納得のいかないというような表情をしていたが、淳の頼みとあって一応頷いた。

「ありがとう。じゃあ、絆。頼んだよ」
「うん。すぐに買ってくるから、待っててね。先輩、行こ」

「ああ」

　絆ちゃんに手を引かれ、人込みを掻き分けながら走り出す。

「絆ちゃん。何もそんなに急がなくても……って、ごめんなさい」

　かなり強引に進んでいるので、さっきから人にぶつかっては謝りっぱなしだ。

「何言っているんですか。淳さんにはああ言われて了承しましたけど、本来なら淳さんと明奈を二人きりにするなんて危険極まりない行為を認めるわけにはいかないんです！」

「絆ちゃん」

「さあ、さっさと焼きそば買って戻りますよ」

　絆ちゃんは、さっき一巡したときに焼きそばの屋台の場所を記憶していたのだろう。そこまで一直線に俺を引きずり、店主のおっさんに向かって大声で、
「焼きそば四つ！ソース大目で！」

「あいよ、お譲ちゃん」

「どうも。お釣りはいりませんから」
「って、絆ちゃん。それ俺のお金！」

　いつの間に盗っていたのか、確かにポケットに入れていたはずの俺の財布が絆ちゃんの手の中にあり、そこから野口英世二枚が店主に渡されている。

「まいど～」

「それじゃ、先輩。買い物も済んだし戻りますよ」

「ちょっと待った！」

　ビニール袋に入った袋を受け取った瞬間走り出そうとする絆ちゃんの手首を捕まえる。

「もう、何するんですか！」

「まずは俺の財布返しなさい」
「たいした額入っていないんだし、そんな細かいことは気にしないで良いじゃないですか」
「いや、全っ然細かくないから！」

　庶民の俺にとっては、いくら小銭と言っても大事な財産だ。そう易々と人にあげるわけにはいかない。
「しょうがないですね。はい、返してあげます」
　絆ちゃんから財布を受け取り、ちゃんとポケットに入れる。
　ううっ、無事に帰ってきてくれたか、俺の財布よ。

「さ、これで文句はないですよね。それじゃあ、戻りますよ」

「待ちなさいって」

　そして、今度こそ淳のところに走り出そうとする絆ちゃんの手を、もう一度捕まえる。

「今度はなんですか！」

　本気で怒っている様子の絆ちゃんに、一瞬たたらを踏むが、手だけは離さない。

　今止めたのは、当然財布だとかそういう理由じゃない。

　絆ちゃんが行けば、見てしまう。

　その光景を、実際に見てしまう。

「絆ちゃん。行っちゃダメだ」

「なぜですか？」

「いや、だから、それは、なんとなく」

「なんとなくなら離してください」

「えっと、その……あっ、そうだ！何かもう一個ぐらいなら奢ってあげるよ、絆ちゃん」

「いりません」

　絆ちゃんの冷たい目が、俺を射抜く。

　ここまでの怒りを彼女に向けられるのは、初めてのことだ。

　正直、苦しい。

　でも、だからってこの手を離すのか？

　それは、彼女が一番恐れている場面に立ち合わせることになるんだぞ。

　そんなこと―――

「あっ、助けて、大貫先輩！」
「なぬっ！？」

　絆ちゃんが、俺の後ろに大きく手を振るので、俺は振り返ってしまった。

　そこには、あの体格の良い幼馴染の姿はどこにもなく―――

「えい！」

「しま―――！」

　その一瞬の隙を突いて、絆ちゃんが俺の手を振り解いていた。

　やられた！

　あいつの名前を聞いただけで反応する、長年培ってきた対里美用の生存本能が仇になった。

「絆ちゃん！」

　呼びかけても、すでに走り出している絆ちゃんは止まらない。

　慌てて追いかけるが、この人込みだ。小柄なために、人の隙間をすいすいと彼女は走っていく。浴衣であるためにそこまでスピードがないのが救いだが、それでも追いつけるかどうか―――

「くそっ」

　どうする？どうしたら良い？
　わからないから、俺は絆ちゃんの後を追いかけることしかできない。

　絆ちゃんは、人込みを抜け、花火を見上げる人々の中に淳と飯塚さんの姿を捜す。

　いつからか、花火は始まっていた。

　音と行き交う人が全員空を見上げているので気づいたが、いったいいつの間に始まっていたのか。

　だが、今の俺たちには花火なんて関係ない。

　空を見上げる余裕なんて、どこにもないんだから。
　絆ちゃんは淳の、俺は絆ちゃんの姿を追い求めることに必死だったから。

　そして、
　―――そのときは、唐突にやってきた。

　

「あ……」
　人込みの端っこまで来て、ようやく絆ちゃんの足が止まった。

「絆ちゃん」

　それでようやく追いついた。

　彼女の肩に手をおいて声をかけようとして、そこで気づいた。

　彼女の体が、震えていることに―――

「絆ちゃん？」

「あ…ああ……」

　横顔を覗き込むと、大きく目を見開いたその視線が、ある方向に固定されていた。

　その視線を辿ると、そこには―――

　口付けを交わす淳と飯塚さんの姿があった。
　絆ちゃんの手からずり落ちた焼きそばが地面に落ち、ぐしゃっと音を立てる。

　

　……ああ、彼女の心は、今、壊れたんだ―――
「…………っ！」

「絆ちゃん！」

　彼女が、今度は来た道を走り出そうとする。
　けれど、俺は、彼女の右手を咄嗟に掴んで引き止めていた。

　自分でも、こんなことをして何を言えば良いかなんてわからない。でも、このまま絆ちゃんを一人にしてはいけない。そんな気がしたんだ。
　でも―――

　パァン！

　手首を掴んだ次の瞬間に、乾いた音とともに右頬が熱くなった。

　それが平手打ちをもらったのだと理解したのは、絆ちゃんが淵に涙を溜めた目で俺を睨みつけているのを見たときだった。
「絆……ちゃん」

「なんで、淳さんを止めてくれなかったんですか？」

「………………」

「……応援してくれるって言ったのに、なんで止めてくれなかったんですか！」

「………………」
「嘘つき！

　本当は応援する気なんてなかったんだ！こうなることわかってて、私で遊んでいたんだ！」
「違う！俺は―――」
「裏切り者！」

「―――――っ」

　憎悪のこもった一言が、胸に響く。

「嫌い！大嫌い！離せよ、バカぁ！」

　俺は、掴んでいた彼女の右手を離す。
「ううっ……」

　俺は、泣きながら去っていくその後ろ姿を見届けることしかできなかった。

　いくつもの花火が打ち上がり、やがてそれも終わりを迎える。
　俺は、花火が終わった後も、真っ暗な夜空を眺めていた。
　何をするわけでもなくただ真っ暗な夜空を眺めていた。

　ひょっとしたら、花火の残滓が見えるかもしれない。そんな、淡い期待を胸に抱きながら―――

　―――わかっている。どんなに待っても、夜空に光は戻らない。

　どんなに楽しかったとしても、その時間は終わったんだから。

　もう、その時間には戻ることなど―――
「し～ん！」

　帰る人込みの中でただ突っ立っているだけってのは相当目立ったのだろう。
　しばらくして、淳が俺を呼ぶ声が聞こえた。

　そちらを向くと、淳と飯塚さんが仲良く手を繋ぎながらやってきていた。

「淳。成功したみたいだな」
「あ、ああ。その、おかげさまで」

　照れる淳の隣、今度は飯塚さんに声をかける。

「飯塚さん。やっとって感じか？正直、待ちくたびれたんじゃない」

「そんなことないけど……でも、もうちょっと早く言って欲しかったかも」
「だってよ、この鈍感男」

　こちらも照れながら笑う飯塚さん。その言葉に、淳の肩を叩くとこいつは目を丸くして、

「……もしかして、真。明奈の気持ち、知ってたのか？」

「あのな、全校生徒の中で気づいてなかったの、多分お前だけだぞ」

「ええっ！？」

　本気で驚いているよ、こいつは。

「飯塚さん。これからも、苦労しそうだね」
「……そうだね」
　少し呆れた顔で笑う飯塚さんが、急に真剣な顔になり、
「ところで、絆ちゃんは？」

　と訊いてきた。俺は、それに小さく首を振る。

「そう」

　飯塚さんは、それだけで全てわかったらしい。

「ん、絆がどうしたんだ？」

　こいつは、相変わらずわかっていないようだが。

「絆ちゃんは先に帰ったんだよ」

「そうなのか？

　う～ん、そっか。それじゃ、俺たちも帰ろうか」

「ああ。じゃあな」

「じゃあなって、帰り道は途中まで真も一緒だろ」

「お前な。二人っきりにしてやろうっていう俺の気遣いに気づけよ」

「あ……」
　俺がそう言うと、淳の顔が真っ赤に染まる。

「二人きりの時間を作れよ。お前はもう、飯塚さんの彼氏なんだぞ」

「あ、うん」

「それじゃ、俺は別のルートで帰るからさ。じゃあな」

「真！」

「ん？」

　そのまま帰ろうとしたところで、後から淳に呼び止められた。

「真。何から何まで、本当にありがとう」

「……気にすんな。俺は、礼を言われるようなことはしていないんだから」
「そんなこと―――」

「まあ、そういうわけだから」

　まだ何か言おうとする淳を無視して走り出す。

　祭りの会場を抜け、自分の家まで全速力で走り続けた。

　自宅の玄関を開けると、ただいまも言わずに自室へと引きこもる。

　今は、誰とも話したくなかった。

　そう、淳たちを二人きりにさせようと思ったから別れたんじゃない。本当は、俺が一人になりたかったんだ。
　あのまま一緒にいたら、体の奥底から湧いてくる怒りを淳にぶつけてしまいそうだったから。

「ちくしょう……」
　ドアに背中を預けながら、ずるずると床に座り込む。

　わかっている。あいつには悪気はない。ただ、鈍感すぎるだけなんだ。

　それよりも、怒りの矛先が向けられているのは俺自身へだ。

　結局、俺は何もできなかった。

　いや、それどころか彼女をより一層傷つけたんだ。

　今までの俺は、なんて無責任だったんだろう。

　軽はずみに「応援する」なんて言って、その実、絆ちゃんではなく淳の手助けをした。
　その結果がこれだ。
「最低だ。俺は……」
　頬が疼く。

　あのときの彼女の顔を思い浮かべるだけで、心がひどく痛んだ。

　―――裏切り者。

　これ以上、俺にぴったりな言葉があるだろうか。

　俺は、彼女を裏切った。

　本当は、こうなることを望んでいたんじゃないのか？
　彼女が振られれば、俺にだってチャンスはあると、そう思っていたんだろ？
　応援する気なんてなかった。彼女の味方を演じて、彼女の恋が壊れるのを待ち続けていただけなんだろ？

　―――なんていやらしい。

　自分という人間が、こんなにも浅ましくて自分勝手な存在だったなんて。
　家の外から、蝉の声に混じって花火大会の帰りだろう子どもたちの明るい声が聞こえてくる。
　俺はそれを、ただ羨ましいと思った。

八月七日（日）

　呆っと天井を見上げたまま、俺はベッドの上で寝転んでいた。

　何気なく時計を見たら二時過ぎ。起きてからずっと、数時間はこうしていることになる。

　何をする気も起きなかった。

　ただ彼女の泣き顔が浮かんでは、罪悪感にうなされる。その繰り返しだった。

「真哉。いい加減起きなさい」
　そこへ、ノックとともに、部屋の外から姉さんの声が聞こえてくる。

「真哉。入るわよ？」

「………………」

　返事をしないでいると、姉さんがドアを開けて入ってきた。

「あら、起きてたの？」

「……うん」

「それなら、返事くらいしなさい」

「ごめん」

「お昼、温めるわね。さっ、降りてきなさい」

「……いらない」

「え？」

「食欲がない」

　俺がそう言うと、姉さんは心配そうに俺の顔を覗き込む。

「大丈夫なの？」

「うん」

「熱は……ないみたいね」
　姉さんの手のひらが額に乗せられる。ひんやりとしたその感覚が心地良い。

「おかゆ作ってくるから、少しでも食べなさい。ね」

「いいんだ。風邪とかじゃないから」

「でも……」

「いいんだ」
　俺がそう言うと、姉さんは小さくため息をついて俺のベッドに腰掛けた。

「………………」

　そして、ただ黙って、俺を見続ける。
　俺は、どうしていいかわからずに、その視線から逃れるように寝返りを打った。

　五分、十分……

　どれくらい経っただろうか。

　蝉の声だけが聞こえる部屋の中。姉さんの視線をずっと背中に感じていた。

「……あのさ、姉さん」

　結局、根負けしたのは俺の方だった。

　無言の圧力に耐えかね、姉さんに真意を直接聞くことにしたのだ。

「さっきから、なんでそこにいるの？」

「待っているの」

「何を？」
「真哉が話してくれるのを」

「―――！」

　起き上がって姉さんの顔を見ると、にっこりと微笑んで、

「悩みがあるんでしょ。相談に乗るよ」

　敵わないと思った。

　この人は、どこまで俺のことをわかっているんだか。

「……まいったなぁ。姉さん、俺が話さないと、ずっとそうしている気だろ？」

「ええ」

　ったく、俺が人に言えない悩みを抱えているとは考えないのだろうか？
「大丈夫。私は全部話せとは言っていないもの。話せることだけでいいから、さっ、話して」
　……そうですか。なんとしてでも俺に話させたいのね。

　どんなことでも人に話せば、多少は楽になるだろう。
　姉さんは、それがわかっているからこそ強引に聞き出そうとしているんだろうけど……

　はぁ。しょうがない。この人の弟である限り、俺は姉さんに隠し事はできないんだ。

「わかったよ。姉さん、相談に乗ってくれ」
「うん。喜んで」

　俺は、姉さんのその言葉を受けてベッドに座り直す。

　さて、何から話せば良いか……

「姉さん。淳と飯塚さんってわかるよな？」

「ええ。飯塚さんって、この間の旅行で一緒になった子の一人よね」

「うん。それで、昨日の花火大会で、正式にその二人が付き合うことになったんだ」

「それは良かったじゃない」
「でも、それが良くない子もいたんだ。絆ちゃんって覚えてる？

　あの子は、淳が好きだった。それなのに、昨日、淳と飯塚さんのことを見ちゃったんだ」

「それは……でも、しょうがないじゃない。私が見た限りでも、あの二人が好き合っているのはわかったわ。だから、絆ちゃんが失恋したことに、真哉が責任を感じることは―――」

「わかってる。多分こうなるだろうってことは、前からわかっていたんだ。多分、絆ちゃん自身でさえ……」
　問題はそこじゃない。問題は―――

「俺は、絆ちゃんを応援するって言ったんだ。それなのに、淳に頼まれたから、淳の手伝いをした。絆ちゃんを裏切った」

「うん」

「姉さん。俺、自分がどんなに自分勝手で汚い人間かわかって、それでも、絆ちゃんに何かしてあげたくて、でも、それすらも自分勝手な考えなんじゃないかって思って……

　俺は、どうしたらいいんだろう？

　わからないんだ。全然……」

　俺は、悩みの全てを姉さんに打ち明けた。

　姉さんは、俺のその言葉にしばらく言葉を選び、こう言った。

「ねえ、真哉。人間って、誰もが自分勝手なんじゃないかな？」

「え？」

「私だって、自分勝手だって思うこと、いっぱいあるの」
「姉さんが？」

　信じられなかった。姉さんのどこが、自分勝手だというのか―――
「今、真哉の悩みを聞いているのだって私の自己満足よ」

「そんな……だって、姉さんは俺を助けようとしてくれているんだろ？」

「それが、私の願いだもの。私は、真哉に笑って欲しいから、ここにいる。真哉のためじゃない。私が、真哉に笑って欲しいから……ほら、自分勝手でしょ」

「………………」
「だから、自分勝手で良いの。そんなこと、気にしなくて良いのよ」
「姉さん。それは、自分勝手じゃないと思う。誰かに笑って欲しいって、優しさじゃないの？」

「優しさだって、自分勝手の一つでしょ」
「優しさが？」

「そう。相手が大切だから優しくするの。相手が大切じゃなければ、優しくなんかしない。その線引きは、自分でしているでしょ？」
　確かにそうだけど、姉さんの言い方だと、それって……
「人間って、みんな好き勝手に生きているって聞こえるんだけど」

「そうよ。みんな自分勝手に生きているの。
　恋愛なんて、その最たるものじゃない。

　相手が欲しい。相手を独占したい。それが誰かを好きになるってことでしょ？」

　姉さんの言っていることがわかる。

　それは、俺が彼女に望んでいたことだから。でも……
「だからって、すべてが許されるわけじゃないでしょ？」
「まあ、行き過ぎてストーカーとかになるのはどうかと思うわね。

　でもね、真哉は大丈夫。絆ちゃんのこと、笑わせてあげたいんでしょ？」

「うん、まあ……」

「その気持ちがあるなら、大丈夫よ」
　絆ちゃんに笑って欲しいと思う。でも、でも俺は―――

「俺は、絆ちゃんを裏切ったんだよ。応援しているなんて嘘ついて―――」
「そうね。それなら、謝らなくちゃね」

「あ……」

「ちゃんと謝ったの？」

　姉さんの言葉に首を振る。

　俺は、彼女に一言も謝っていない。

　ひどいことをしたと思っておきながら、謝ろうともしていない。

「なら、謝ってきなさい。まずは、それから」
「………………」

「間違ったと思うなら、謝るしかないの。間違えることなんて、たくさんあるんだから、それはしょうがないの。ただ、絶対に謝ることを忘れちゃダメ。相手を大切だと思うなら、なおさらね」

「うん」

　そうだよ。悪いと思ったなら、なによりも一番に謝らなくちゃいけないんだ。

　バカだな、俺は。こんな、当たり前のことにも気づかないなんて……

「その後、もう一度、絆ちゃんに何ができるかを考えればいいじゃない。

　また間違えることだってあるかもしれない。でも、簡単にあきらめないで。

　真哉。彼女を笑わせたいなら、後ろ向きになっていたらダメよ。

　少なくとも、私たちはそうやってあなたを笑わせたんだから―――」

「――――！」
　姉さんの言葉に息を呑む。

　そう……だよな。昔のことを持ち出されないと気づけないなんて。
　会いに行こう、彼女に。そして、まずは謝る。

　許してくれないかもしれない。それでも、謝らなくちゃ。
　それができなきゃ、彼女を笑わせることなんてできないんだ。
　行くんだ。あの笑顔を、もう一度見たいから―――
「姉さん。俺、行かなきゃ」

　俺が立ち上がると、姉さんもくすっと笑って立ち上がる。

「良かった。いつもの真哉の顔に戻って」
　姉さんの言葉に、俺は目をパチクリさせる。

「……俺、いつもと違ったの？」

「気づいてなかった？ものすごく情けない顔してたわよ。今にも泣きそうなくらいのね」
「マジ！？」

「うん」

　うっわ～、恥ずかし……

　こりゃ、当分姉さんに頭が上がりそうにない。

　それはいつもと同じじゃないかというのは言わない約束だ。
　ぐぎゅ～

　と、そこへ追い討ちをかけるように俺の腹が盛大な音を立てる。

『………………』
　一瞬の静寂。でも、次の瞬間には、
「プッ、あはははははっ」

　姉さんの笑い声が部屋の中に木霊した。
　は、恥ずかしすぎる。

　さっきまで食欲なんてなかったのに、やること決めた途端にこれかよ！

　自分の腹ながら、なんて現金なやつ。

「あははっ、ふふっ、お、お昼、温めるわね」

「ううっ、お願い」

　……誰か、俺が入れるくらいの穴をください。

　遅い昼食を食べ、俺は、ここまでやってきた。

　目の前には大きな門。いつもと変わらず巨大な轟邸の入り口である。
　その横についているインターホンに指を伸ばす。

　覚悟を決めて、ここまで来たというのにどうしても緊張してしまう。
　ええい、チキンになってたまるか！

「行くぞ！」

　震える指先でインターホンを押し、待つこと数十秒。
「は、はい？」

　と、どこか慌てた様子の淳の声が、インターホンの先から聞こえてきた。
「あ、淳か―――」

「真！？よかった。今、真を呼ぼうと思ってたんだ。

　ああ、とにかく上がってくれ。今門を開けるから」

「お、おい。そんなに慌ててどうしたんだよ？」

「絆の様子がおかしいんだ」

「―――！？すぐ行く！」

　門が完全に開ききる前に体を滑り込ませ、玄関へとダッシュ。

　玄関にたどり着くころには、ちょうど淳が玄関を開けていて―――

「邪魔する。それで淳、絆ちゃんがおかしいってどういうことだよ？」

　乱暴に靴を脱ぎ、そのまま淳に質問を浴びせかける。
「わからないんだ。部屋からずっと出てこないんだよ」

「出てこない？」

「ああ。初めは寝坊しているだけかと思ったんだけど、この時間だろ。ご飯にも降りてこないし、変だと思って絆の部屋に行ったら、鍵が閉まってたんだ」

「絆ちゃんが一人になりたいだけっていう可能性は？」

「何度呼びかけても、何も答えないんだぞ。それに、外から見たら絆の部屋、雨戸が閉まっているんだ。こんなのおかしいだろ？」

「ああ」

　自分でも、その可能性はないってことはわかっている。

　今のはただ、確認しただけだ。

「とにかく、絆ちゃんの部屋に行こう。まずはそれからだ」
「あ、ああ」

　淳を連れ、絆ちゃんの部屋に行くと、飯塚さんがドアを叩きながら部屋の中に何か話しかけているようだった。

「明奈」

「あ、淳君。中根君も……」

「飯塚さん、絆ちゃんは？」

　俺の問いに飯塚さんは首を振る。どうやら反応はないらしい。

「真。どうしよう？」

「……俺も話しかけてみる」

　飯塚さんに代わり、絆ちゃんの部屋の前に立つ。

　よし、言うぞ。

「絆ちゃん。俺、中根だけど」

「………………」

　部屋から返ってくるのは沈黙のみ。それでもかまわずに、俺は続ける。

「今日は、絆ちゃんに聞いて欲しいことがあって来たんだ。返事はしないでいいから、聞いて―――」

　がちゃ

「え？」

　俺の言葉の途中で、絆ちゃんの部屋のドアが開く。そして、そのドアの隙間から彼女がすっと現れた。

「絆ちゃん！」

「絆！」

　俺と淳で駆け寄るが、彼女はそんな俺たちを無視して歩き出す。
「ちょっ、待って絆ちゃん！」

　せっかく出てきてくれたのに、どこかに行かれてはかなわない。一番近かった俺が、彼女の肩に手を置いて止めようとした、その瞬間―――

「―――っ！？」

　右腕に走る痛み。見ると、腕に一本の赤い線が走っている。

　そして、絆ちゃんの手には刃の抜き出したカッターが握られていて―――

「絆ちゃん？」

「触らないで」

『――――――！？』

　そう言いながら顔を上げた絆ちゃん。その顔を見た瞬間、俺たち三人は固まった。

　その顔は、普段の絆ちゃんからはかけ離れすぎていた。

　俺たちの知っている絆ちゃんは、笑ったり、怒ったり、泣いたり……表情豊かだったはずだ。それなのに、今、目の前にいる子には全く表情がない。

　俺をカッターで斬りつけたというのに、その瞳には怒りの色すら浮かんでいない。

　まるで、人形だ。

　恐ろしく精巧な人形。

　その何の意志のない目で俺たちを一瞥すると、再び彼女は歩き出す。
　どうやら、トイレだったらしい。しばらくして戻ってくると、再び部屋に入って鍵を閉めてしまう音が聞こえてきた。
　その間、俺たちは誰も、何も言えなかった。

　目の前に絆ちゃんがいたのに、何も言えなかったんだ。

「……あの、今は下に降りよう。中根君の腕、手当てしなきゃ」
　こういうとき、我に返るのが早いのは女性だ。その例に漏れず、飯塚さんが最初に口を開いた。
「あ、うん」

「………………」

　淳は頷くが、俺はドアの前から動けないでいた。

　覚悟はしていた。

　絆ちゃんは、傷ついているだろうってことは。

　でも、こんなにもなのか？

　あんな顔をしてしまうぐらい、彼女の心は壊れてしまったのか？

「真」

「……ああ。でも、その前に一つだけ」
　とりあえず、今日来た目的だけは果たさなくては。遅れれば、遅れるほど意味のないものになってしまうだろうし。

「絆ちゃん。俺、今日は君に謝りに来たんだ」

　彼女が聞いてくれていることを信じて、俺は頭を下げる。

「ごめん。俺は、君を裏切った。だから、ごめん」

　彼女から見えていないだろうと関係ない。俺は何度も何度も頭を下げる。
「本当に、ごめん」

　最後に、深く頭を下げ、ようやく顔を上げる。

「真。裏切ったって、どういう……？」
「行こう。下で話す」

　淳と飯塚さんとともに、階段を降りる。

　最後まで絆ちゃんの部屋から返ってくるのは、沈黙だけだった。

　一階のリビングで、俺は飯塚さんの治療を受けていた。
「ごめんな、真。絆が、そんなことして」

「いいさ。そんな痛くないし、お前が謝ることでもないだろ」

　実際にたいした傷じゃない。カッターにそれほど切れ味があるわけでもなく、薄皮一枚切れたというところだろう。

「それでも、妹があんなことしたんだ。俺は、謝るよ」

「……いいんだよ。一発ビンタをくらうくらいは覚悟してたし、まあ、カッターってのは驚いたけどさ」
「そう、だよな。絆、あれじゃ昔に戻ったみたいだった」

「昔？」

　ってことは、絆ちゃん、前にもあんな状態になったことがあったのか？

「……真。いったい、絆に何をしたんだ？絆に何があったんだ？」

「……話すよ。じゃなきゃ、お前は一生気づかないだろうから」

「俺？」

　首を傾げる淳を放って、まずは飯塚さんの方を向く。

「飯塚さんは気づいていたよね、絆ちゃんの気持ちにさ」

「うん。一応、わかっていたつもりだよ」

「ちょっと待ってくれ。絆の気持ちって？話についていけないんだけど」

　そんな淳に、思わず溜息が漏れる。

「はぁ、飯塚さん。まずはこのバカに、説明してやってくれる？」

「……うん。絆ちゃんには悪いけど、言わないと、淳君はわからないと思うから」

　結局、全部言わなきゃわかんないんだな、こいつは。

「あのね、淳君」

「うん？」

「絆ちゃんは、淳君のことが好きだったんだよ」

「それって普通じゃないのか？家族なんだし」

　何を今更という感じで答える淳に、正直カチンと来た。

「この鈍感の超バカ！アホ！女泣かせ！最低野郎！」
「ちょっ、真。いきなり怒鳴るなんてどうしたんだよ？」

「誰のせいだ誰の！

　いいか？絆ちゃんは、お前のこと、兄貴じゃなくて男として好きだったって言ってんの！」

「……ええええええええええっ！？」

「はぁ、はぁ。ようやく理解しやがったか」
「えっ、だって、俺と絆は兄妹で」

「血が繋がってないんだろ。だったら、結婚だってしようと思えばできるだろうが」

「で、でも、絆は好きな人がいるって、真が……」
「だから、その好きな人がお前だって言ってるだろうが！」

「ええっ！？あ、明奈。これ、本当なのか？」

「だから、本当だって言ってるでしょ、淳君」

「あうあうあうあうあう……」

　俺と飯塚さんが事実を告げたところで、淳が目を回し始めた。

　こいつは……英単語なら千個くらい余裕で入る頭のくせして、どうしてこれくらいでキャパオーバーするかな。

「あうあうあうあうあう……」

「まったく。世話のかかる。

　―――うりゃ！」

「はうっ！？」

　目を回している淳の脳天に馬場チョップ。

「お、俺はいったい何を？」
　よしっ。元に戻ったな。
「淳。話を続けるけど、いいか？」

「あ、ああ」

「それじゃ、次。これで、絆ちゃんがあんなになった理由はわかるよな？」

「……俺のせい、なのか？」
　俺は、淳の問いに黙って頷いた。

　絆ちゃんがああなった原因の最大の理由は、やはりそれであろうから。

「でも、その事に関しては仕方ないだろ。お前は、絆ちゃんじゃなくて飯塚さんが好きだった。だから、遅かれ早かれこうなったには違いないんだから」
「そうかもしれないけど」
「淳。じゃあ、飯塚さんじゃなくて絆ちゃんを選べば良かったと思うか？

　そんときはそんときで、今度は飯塚さんを傷つけるんだぜ」

「……あ」

　淳は、飯塚さんを見てうつむいた。

「わかったか？誰も傷つかない方法なんてなかったんだ。だったら、お前が一番好きな相手を選べば良かった。お前にとって、その相手が飯塚さんなんだろ？」
「ああ。俺は、明奈が好きだ。絆には悪いけど……」

「淳君」

　淳も飯塚さんも、表情は重い。多分、絆ちゃんへの罪悪感からだろうけど。

「これでいいんだよ。二人が気にすることは何もないんだ。

　まあ、問題があったとしたら、淳が一発ぶん殴りたくなるくらいの鈍感だってことだけだな」
「悪かったな、鈍感で」

　俺が半分くらい本気でそう言うと、淳は唇を尖らした。
「それにもう一つ、俺にも問題があったんだ」
「さっきの、裏切ったってやつか？」

　淳の問いに、俺は頷く。

「俺は絆ちゃんを応援していた。お前が、告白する決意をする、あのときまでな」

「……じゃあ、もしかして裏切ったって」

「ああ。最後の最後でお前の手伝いしただろ。絆ちゃんの味方なら、本当は告白の妨害をしなきゃならなかったのにさ」
「やっぱり俺のせいで……」

「だから仕方なかったって言ってんだろ。お前のことは、親友だと思ってるし、手助けをしたことは後悔してないからさ」

「真」

「俺が軽はずみに約束したのがいけなかったんだ。応援してあげるなんて、何の考えもなしに言っちまったのがいけなかったんだよ」

　だから、恨まれて当然なのだ。

　いや、むしろ恨んでくれたほうがまだ良かった。
　今日の絆ちゃんみたいに、無表情のまま拒絶されるより、ずっと……

「淳。こっちからも、一個訊いていいか？」

「ん、ああ。答えられることなら」

「さっきお前、絆ちゃんが昔に戻った、とか言ってたよな？」

「………………」

「あれ、どういうことだ？」

「……真になら、話してもいいか」

　淳は、少し迷ったあと、そう言った。

「絆が初めて家に来たとき、あんな感じだったんだ。今の絆からは想像できないかもしれないけど、部屋に閉じこもったまま一日中出てこなくてさ」

「それって……」

「俺も詳しく知らないんだけど、絆の本当の両親は、交通事故で亡くなったって。ひどい事故で、家族の中で絆だけが運良く生き残ったらしいんだ。父さんと絆の父親は、古い友人だったらしくてさ、天涯孤独の身となった絆をうちで引き取ったんだ。

　うちに来た絆は、ずっと部屋に閉じこもって、誰の話も聞かなかった。でも、俺はほっとけなかったんだ。だから、絆に言ったんだ。ずっとそばにいるって、俺はいなくならないからって」
「……そうか」

　その瞬間か。

　淳が、絆ちゃんの全てになったのは―――

　その光景が、手に取るように思い浮かべられた。
　だって、俺も経験していることだ。

　似ているんだ。今の状況は、あのときの俺にそっくりだ。
　一人だと思いこんでいたあの頃の俺と―――

　―――なら、やることなんて決まっている。

「淳。絆ちゃんのこと、俺に任せてくれないか？」

「――――えっ？」
　俺のいきなりの申し出に、淳は目を丸くする。

「真、お前……」

「無茶なこと言っているのはわかってる。他人の俺が、口出ししていい問題じゃないかもしれない。俺なんかじゃ、何もできないかもしれない―――でも！

　それでも、何かしてあげたいんだ」
　救いたいと思った。笑って欲しいと思った。

　そのために、できることをするって決めたんだ。

「頼む、淳！」

「……わかったよ。親には俺から言っておくから」
「淳！」

「ただ、その前に確認させてくれ」
「？」

「真。絆のこと、好きか？」

「――――――」

　答えなんて決まっている。

　今更抑え付ける必要なんてどこにもない。

　たとえ受け入れられない想いだとしても、この気持ちにだけは嘘はつきたくないと思った。
「ああ。俺は、絆ちゃんが好きだ」

　だから、正直にそう答えた。

　恥ずかしさはない。むしろ、誇らしげに言ったと思う。

「そっか。なら、安心できる。絆を頼むよ」

「任せろ。
　あ、それで、物は相談なんだが、しばらく泊まっていって良いか？」

「ああ。いくらでも泊まっていけ」

「サンキュ。それじゃ、しばらく世話になるよ」
　絆ちゃんを笑わせる。

　どんなに時間がかかっても、絶対に―――！

　私は、ずっと部屋の隅でうずくまっている。

　何もかもがどうでもよかった。

　淳さんが私を見てくれないのなら、私がいる意味はどこにもない。
　ずっと後を追いかけてきた。

　少しでも好かれようと努力もしてきた。

　淳さんへの想いは、私の全てなのだ。

　それなのに―――

淳と明奈がキスしているイベントＣＧを、一瞬だけ入れて
　淳さんは、ずっとそばにいてくれると言った。けれど、そんなのは嘘。

　彼は、結局私を選んではくれなかった。

　わかっていた。最初から、淳さんが見ていたのは明奈だってことくらい―――

　それでも、信じたかった。ずっとそばにいてくれると言った、あの言葉を。

　結果、私の全てが壊された。

　それでわかった。私は、結局一人だったんだと。
　

　淳さんの呼ぶ声も、明奈の言葉もどうでもよくなった。

　どうせ、私のことなど考えてくれていないのだ。なら、聞くだけ無駄だ。

　二人の姿を実際に見ても、そう思ったら平気だった。

　少しだけ苦しかったのは、未だ彼を好きだということか。
　ずっと好きだったのだ。そう簡単に消えてくれる想いじゃない。

　……それでも、忘れよう。一人の私に、こんな気持ちは必要ない。
　あの人が、私に触れようとしたときもそうだ。

　触れられたくなかった。だから、カッターで切り付けた。

　この人も上辺だけで私の心配をしているのだろう。
　どうせ、また私を裏切るに違いない。

　そう思っていたら、あの人は謝ってきた。
　バカだと思った。今更だと思った。謝るくらいなら、淳さんを止めてくれれば良かったのだ。

　おまけに、あの人はもう一度私の部屋の前に来て、こう言ったのだ。

「絶対、君をもう一度笑わせてみせるから」

　私は、その言葉を聞いて、ウザイと思った―――
八月九日（火）

「絆ちゃん。ご飯だよ」
　今日もまた、絆ちゃんの部屋の前へとやってくる。

　手にはお盆。その上には、彼女の朝食が乗っている。
　彼女の部屋の前に置いてある、昨日の夕食とそれを取替える。
　よかった。少しは食べてるのか。

　鳥がついばむ程度とはいえ、昨日の夕食は減っていた。あんな状態でも、少しは食べてくれたことが嬉しい。

　とはいえ、やはりこんな食事量じゃ、長くはもたないだろう。

　早く、元気になってもらわないと……
　俺は、冷め切った昨日の夕食を、一度下に降りて片付けると、再び絆ちゃんの部屋の前までやってくる。そのころには、置いていた朝食は、なくなっており、ちゃんと絆ちゃんが受け取ってくれたことがわかる。

　さて、それじゃあ、今日も始めますか。
「絆ちゃん。今日はどんな話をしようか？」

　彼女からの返事はない。

　それでも、俺は、話しかけ続ける。この方法以外を知らないから―――

　部屋の外から聞こえてくる、あの人の話し声。

　昨日の朝から、ずっとこの調子だ。

　朝食を運んできたかと思うと、そのまま部屋の前で居座り、私が受け取ろうとしないと怒りだす。仕方なく食事を受け取ると、今度は別の話題をひたすら話しかけてきて―――

　私は返事をしない。それなのに、ずっと話しかけ続けてくるのだ。

　しつこい。上辺だけの気持ちだろうに、どうしてここまでしつこいのか？
　

　ウザイ。やっぱり、ウザイ。
八月十一日（木）

「ごほっ、ごほっ」

　風邪を引いてしまった。

　昨日、絆ちゃんへと話しかけ続け、そのまま疲れて廊下で寝てしまったのがまずかったらしい。

　……考えてみれば、風邪引いて当然だな。
　おかげで、昼過ぎまで寝ちまった。早く彼女の部屋に行かないと……

「真！何起きてるんだよ！」

「あ、淳……」

　やべっ、見つかっちまった。

「寝てなきゃダメだろ。熱があるんだぞ、お前」

「……絆ちゃんのとこ行かなきゃ」

　そう答えながら階段に足をかけ、
「あぅ」

「危ない！」

　視界がぼやけてふらつき、淳に支えられる。

「真！今日は薬飲んで、安静にしているんだ」
「でも……」

「絆のことも大事だけど、自分の事も考えろ！そんなんじゃ、話しだって満足にできないだろ」

　淳のやつ、本気で怒ってやがる。参ったな。

「真。今日は寝てるんだ。いいな？」

「……わかった。安静にしてる。ごほっ、ごほっ」
「待ってろ、部屋まで連れて行ってやるから」

「ああ、そっちじゃない」

　淳が俺の肩を担いで、俺の借りている部屋まで運ぼうとするのを止める。

「そっちじゃないって？」

「上だ、上」

　そう言って階段の上を指すと、淳は怒りを通り越したのか、呆れ顔になって、

「だから、今日は寝てろって何度言わせるんだよ」
「寝るなら、絆ちゃんの部屋の前でだ。悪いけど、廊下に布団敷いてくれよ」

「……真。バカだな、お前」
「今更気づいたのかよ。ごほっ、ごほっ」
　そのバカの頼みを聞いてくれるお前も、結構なバカだと思うぜ。
　俺の望み通りに、絆ちゃんの部屋の前で布団を敷いてくれた淳を見ながら、そう思った。

　遅い。いったいどうしたのだろう？

　ここ数日の様子なら、とっくに来て頼んでもいないお話をし始めるはずなのに、あの人は、今日はまだ来ていなかった。

　食事も、淳さんが持ってきたみたいだし……

　―――何を期待しているんだ、私は。

　とうとうあきらめた。ただそれだけのことだろう。
　それなら、それでいいじゃないか。
　これで、ようやく静かになった。何も考えずにいられるんだ。
　と、そこへ、ごそごそと部屋の外で何かをしているような音が聞こえてきた。
「はぁ、真。ここまで譲歩してやったんだから、絶対安静にしてるんだぞ」

「ごほっ、ごほっ」

　次いで、淳さんの声と、あの人の咳が聞こえきた。いったい、どういうことだろう？

「……絆。真のこと、頼むな」

　淳さんは、それだけ言い残して行ってしまったようだ。

　わけがわからない。私に、あの人を頼むって？

「……ごめん、絆ちゃん。今日は遅くなったね」

「………………」
「ごほっ。風邪、引いちゃってさ」

　風邪？

　じゃあ、今まで来なかったのはそのせい？

「今日は、お話、できそうにないんだ。ここで寝てるから、なんかあったら呼んで」
　それだけ言って、部屋の外は静かになる。

　私は、トイレを装って部屋の廊下に出た。

　すると、そこには廊下に布団を敷いて、その上で寝ているあの人の姿―――

　バカだと思った。

　風邪を引いたなら、部屋で寝ていればいいじゃないか。なのに、どうしてわざわざ私の部屋の前で寝る？

　わからない。どうしてこの人は、ここまで私のそばにいようとするんだろう？

　ウザイ。ウザイのに……どうして、私は―――

八月十二日（金）

「よっしゃ、全快」
　昨日一日安静にしていたおかげで、熱も下がって咳も治まった。
　完全復活ってやつだ。
　ハッハッハ。風邪のウイルスごとき、俺の免疫力にかかればこんなもんよ。伊達に里美に鍛えられてないっての。

　……言ってて、ちょっと悲しくなってきたな。免疫力が鍛えられてるって、我ながら無茶な生活してるよ。

　まあ、それはともかく、今日こそはちゃんと絆ちゃんと話しができるってことだ。

「おはよう、絆ちゃん」
　そういうわけで、今日もドア越しに挨拶から始めた。

　今日もまた、あの人がやってきた。
　どうやら、風邪は治ったようだ。よかった。

「…………え？」

　自分でも意外で、思わず吐息が漏れた。

　よかった？

　なんで、なんでそんなこと思うの、私……？

　私は一人だ。だから、誰かのことを考えるのはもうやめるって決めたのに―――

　わからない。

　どうしてこの人は、ここまで私を乱すの？

「なんで……？」
　気づいたら私は、その疑問を口にしていた。
「え？」
　今、部屋の中から声が聞こえた。

　かすれた小さい声だったけど間違いない。今、絆ちゃんは何かを言った。
「なんで……？」

　彼女の言葉を、聞き逃さないように耳を澄ます。

「なんで、そうまでして、私にかまうの？」

　はっきりと聞き取れた。それは、間違いなく俺に宛てた言葉だ。
　こんな状態になってから、初めて絆ちゃんから声をかけくれた。
　そのことが、単純に嬉しい。でも、浮かれてないで、ちゃんと質問に答えないと―――

「絆ちゃん。俺はね。君に気づいて欲しいんだ」

「………………」

「君は、一人じゃない。君を見ている人は、ちゃんといるんだ」

「……そんな人、いない」
「いるよ。君が気づいていない―――いや、気づこうとしないだけで、ちゃんといるんだよ。それも、大勢ね」
「嘘」

「嘘じゃないよ」

「……あなたに、何がわかるの」

「少しはわかるつもりだよ。俺も経験したことだから」

「え？」

「俺も、今の絆ちゃんみたいに考えていた頃があったんだよ。一人だって、思いこんでいた時がね」

　話そう。こんな身の上話、誰にも話したことはなかったんだけど、絆ちゃんにならいいかと思った。

「今の俺の母さん、俺を産んだ人じゃないんだ」
「――――――！？」

「今の母さんと姉さんは、俺とは血は繋がっていない。義理の家族なんだよ」
　このことを人に話すのは初めてだ。知っているのは、おそらく俺たち家族と里美の家族ぐらいしかいない事実。

「ちょっと長くなるかもしれないけど、いいかな？俺の話を聞いて欲しいんだ」

「………………」

　彼女は無言。俺はそれを、了承と受け取った。

「俺を産んだ母さん、体が弱かったらしいんだ。それで、俺を産んだショックでそのまま―――

　後で聞いたんだけど、本当は俺も危なかったって。けど、母さんが、すごい頑張ってくれて……っと、話が逸れたね。

　まあ、それで、俺と父さんは父一人、子一人の家族になっちまったんだよ。でも、普通に考えて、俺は生まれたての赤ん坊だよ。一人じゃ食事もトイレもできないような状態だ。働きながらの父さんが、決して面倒見切れるものじゃない。だから俺は、爺ちゃんと婆ちゃんのところに引き取られた。
　あのときの俺にとって、家族と呼べるものは爺ちゃんと婆ちゃんだけだった。父さんも時々会いに来たけど、年に数回しか会わないんじゃ、「父さん」と呼ぶだけの知らないおじさんだった。

　それが終わったのが、俺が小学生になりたての頃。いきなり父さんが、今の母さんを連れてきたんだ。新しい母親ができるから、俺の世話を任せることができる。だから、自分のところで育てたい。父さんはそう思ったんだろうし、母さんもそれに賛成した。俺には、いい迷惑だったけどね。

　わかるよね？俺にとって、家族は爺ちゃんと婆ちゃんだったんだ。それなのに突然引き離されて、知らない人を家族だと紹介される。俺、当時六歳だよ。そんなこと、納得できるわけないじゃないか。
　俺は心を閉ざしたよ。誰とも口を聞かなかったし、学校にも行かなかった。部屋に閉じこもって、いつも一人で遊んでたよ。引っ越してきたばかりだから、当然友達なんかいない。家の外にも中にも、俺が気を許せる人はどこにもいなかったからね。

　一人だったよ。本当に孤独だった。でも、そうじゃないって事に気づかせてくれたのが、姉さんと里美だった。
　あの二人、本当にしつこいんだぜ。

　姉さんは、何をするにも俺と一緒にしようとするし、里美なんて、会った瞬間に俺を気に入ったらしくて、そのまま強引に遊びに連れ出したからな。それから、毎日のように嫌がる俺を無理矢理連れ出して、近所のガキどもと大騒ぎ。里美のやつ、六歳ですでに上級生も恐れるガキ大将だったから、あいつが連れてきた俺に対して、異を唱えるやつなんていなかった。そこに姉さんも加わって、もうめちゃくちゃだったよ。
　……めちゃくちゃだったけど、でも、俺はだんだん笑えるようになったんだ。

　俺は気づいたんだよ、姉さんも里美も、俺を好きでいてくれてるって。それに気づいたら、後はすぐに気づいた。父さんも、母さんも、俺のことをすごい気にかけてくれていた。俺のこと、好きでいてくれたんだ。俺は一人じゃなかった。それでようやく、家族を受け入れられた。

　だから、二人にはすごく感謝してる。そのことを気づかせてくれてさ。って、これ、里美に言うなよ。あいつ、絶対変な勘違いするからさ」

　苦笑しながら立ち上がる。
　さて、これで俺の昔話は終わりだ。絆ちゃんがこれを聞いて何を思ったかはわからない。

　でも、ここまで来たら伝えよう。自分の気持ちを―――
「絆ちゃん。俺、バカだからさ、同じ方法しか浮かばないんだ。
　俺が助かったからって、この方法が最良の方法かなんてわからない。カウンセラーとかなら、もっと上手い方法を知っているのかもしれない。

　でも、俺はこれしかできないんだ。だから、君に話しかけ続けるよ。

　姉さんや里美が俺にしてくれたように、君が笑ってくれるまで、ずっと―――」

　俺はそこで一つ深呼吸。

　それで、覚悟が決まった―――

「絆ちゃん。俺は、君が好きだよ」

「――――――っ！？」

　俺は、自分の気持ちを告げた。
　偽りのない、本当の気持ちを。

「好きだから、笑ってほしい。そのためなら、なんだってしてやる」

「やめて！」
　部屋の中から、絆ちゃんの悲痛な叫びが聞こえてくる。

「絆ちゃん？」

「どうして、そんなこと言うの？
　もう、何も考えないって決めたのに！誰とも触れ合わないって決めたのに！」

「………………」

「今更だよ。どっか行ってよ。

　私は、一人なんだから……」

「嫌だ。俺はここにいる」

「やめて！

　もう疲れたの。もう傷つきたくないの。私は一人でいい。一人で……」

「絆ちゃん。俺はあきらめないよ。絶対」
「……なら、私が消える」

「え？」
　消える？

　それって、どういう―――っ、まさか！

「絆ちゃん！おい、絆ちゃん！」

　ガチャガチャとドアノブを回しても、やっぱり鍵は閉まっている。

　くそっ、こうなったら―――！
「悪い絆ちゃん。ドアは後で弁償する！」

　廊下の端まで下がって少しの助走を稼ぎ、
「おりゃあっ！」
　気合とともに、さくらよろしく思いっきり蹴りをぶちかます。
　一発でドアの鍵が壊れ、ドアが開く。

　里美、感謝するぜ。お前に鍛えられてなきゃ、この破壊力は出せなかったからな。

「絆ちゃん！」
　部屋の中に入ると、絆ちゃんが震える手でカッターの刃を左手首に当てているところだった。
　あれを引いたりしたら―――！

「やめろ、絆ちゃん！」
「きゃあっ！？」

　刃が引かれる寸前、なんとか絆ちゃんの手首を掴み、壁に押し付ける。

「はぁ、はぁ……間に合った」

　危なかった。
　助けるつもりが、彼女をここまで追い詰めちまうなんて……

　くそっ、間違ってばかりだ。ちくしょう。

「止めないでよ。一人にさせてよ」
「嫌だ」
「もう楽になりたいの！」

「バカ！」

　俺は、髪を振り乱す彼女に怒鳴りつけた。

「追い詰めちまったのは謝る。だけど、何もこんなことしなくたっていいじゃないか！」

「もういいの。もうどうでもいいの。放っておいて」

「やめろよ。そんなこと言わないでくれ」
「え……？」

　絆ちゃんが、俺の顔を見て目を見開く。

　原因はわかった。俺の目から溢れている涙のせいだ。

　くそっ、かっこわりぃ。俺、泣いてる。

　でも、彼女を追い詰めてしまったこととか、彼女が死のうとしたこととかで、頭がごちゃごちゃになって止められない。

「悲しいことばっかり言うなよ」

　苦しかった。彼女がいなくなると思っただけで、すごく苦しかった。
「好きなんだ。だから、生きて…くれよ」
　かしゃんと彼女の手からカッターが落ちた音が響く。
「先…輩……」
　それを境に、彼女の体から力が抜け、床に倒れた。

「絆ちゃん！？」

　慌てて抱き起こすと、ぐったりとしたまま意識がない。

「絆ちゃん！しっかりして、絆ちゃん！」

「どうした、真！？」

　俺の騒ぐ声が聞こえたんだろう。淳が部屋の中を覗き込んでいた。

「絆ちゃんが倒れた！」

「ええっ！？今、父さんを呼んでくる！」

　淳がすぐさま階段を降りていく。

　幸いなことに、淳のおじさんはお盆休みで家にいるのだ。
　早く、早く来てくれ！
　結局、絆ちゃんの症状はたいしたことはなかった。おじさんの診断では、空腹で倒れたということだ。

　栄養のあるものをいっぱい食べて、少し休めばすぐに良くなるらしい。

　考えてみれば、六日間もの間、少量しか食事を取っていなかったんだ。思いつめていたから意識があったが、いつ倒れてもおかしくなかったんだろう。それが、あの瞬間に彼女の張り詰めていた気持ちが弾けたってことか。

　……俺は、上手くやれたのかな？

　それはわからない。けど、彼女が起きるまでは彼女のそばにいようと思った。

八月十三日（土）
　目が覚めたら、見慣れた天井が見えた。

　……あれ？私、ベッドで寝たっけ？
　体を起こすと、そこは見慣れた自分の部屋だ。

　ただ雨戸が開けられており、久々の日光が窓から入ってきている。

　夏の強い陽射しとうるさいくらいの蝉の声。久々に見た外の世界は、きらきらと輝いていた。

「ん、まぶし……」

　窓から目を背けると、今度は開けっ放しのドアが目に入ってきた。そして、私のベッドに突っ伏して寝ている彼のことも―――

「先輩…」

　それで、意識を失う前に何があったかを思い出した。
　先輩は、死のうとした私を泣きながら止めたんだ。
　生きてくれって。私を好きだって言って……

　先輩。私、もう一度だけ誰かと触れ合ってみます。

　それで、先輩の言ったことが本当に正しいのか、もう一度考えてみようと思います。

　ぐぅ～

　と、そこでお腹が、盛大に空っぽなのをアピールした。

「お腹空いた」

　うん。今は起きて、何か食べることにしよう。
　私は、少し重い体を起こして、台所に向かうことにした。

「絆！？」

　台所に向かう途中、廊下で淳さんに声をかけられた。

「絆、もう起きて大丈夫なのか？」

「うん…」

　目を合わせられない。
　私は、どんな風にこの人と触れ合えばいいのだろう。

「よかった。心配したんぞ、急に倒れたって言うから」

「ごめんなさい」

「いいよ。俺にも、原因があったんだろ？その、俺が鈍感すぎたから……」

「あ……」
　淳さん、やっと私の気持ちを知ったんだ。

　はは、遅いな、もう。

「ごめん、絆。お前の気持ちに気づかなくて、お前の気持ちを受け入れられなくて。俺は、明奈が好きなんだ」

　面と向かって言われると、やっぱりきつい。
　私はまだ、淳さんが好きだ。彼が、別の女を好きだということを考えただけで胸が張り裂けそうになる。

　結局、淳さんは私のことなんて見ては―――
「でも、俺、絆のことも好きだからな」

「え？」

「女の子としては見れないけど、その、妹として」
「―――――」

　は、はは……バカみたい。こんなことにも気づかないなんて。

　確かに、淳さんは、私のことを女の子とは見てくれなかったかもしれない。でも、家族として好きだと思ってくれている。ちゃんと、私を見てくれているんだ。

　先輩の言ったとおりだ。私は、一人だと思い込んでいただけ。

　私に手を差し伸べてくれる人はちゃんといる。ただ、私がそれを握らなかっただけなんだ。

「き、絆！？どうした？どっか痛いのか？」

　涙が出た。自分のバカさ加減に、ぼろぼろと涙がこぼれた。

　思い込みで、たくさんの人に迷惑をかけたなんて。

　今も、淳さんを心配させている。ああ、もう、泣き止まなくちゃ。
「なんでもない」

　私は、首を振って涙をごまかす。

「うん。大丈夫」

「でも」

「それより、お腹空いちゃった。何か食べたいよ」

「あ、ああ。それなら、母さんがスープを作ってたよ」

「ホント？じゃあ、行こっ、お兄ちゃん」

　私は、淳さん―――いや、お兄ちゃんの手を取って歩き出す。

　もう、義理の妹はやめようと思った。少し苦しいけど、この人の妹になろう。

　本当の、家族になるんだ―――

「ふぁ……っ、絆ちゃん！？」
　顔を上げたら、そこで寝ているはずの彼女がどこにもいなかった。

　いったいどこへ？
　まさか、まだ自殺を考えているとかじゃ―――

「くっ、絆ちゃん！」

「はい？」
「……って、へ？」

　廊下に飛び出した俺を出迎えたのは、捜そうとしていた絆ちゃんだった。
「おはようございます、先輩」

「え、あ……」

「先輩。寝ぼけているんですか？」

　俺が答えに窮していると、絆ちゃんが呆れ顔で訊いてくる。
「ご、ごめん」

「まあいいですけど。昨日、私の看病を夜中までしていたんですよね。だから、本当はもっと寝ていてもいいですよ」

「いや、もう眠くないから」

　というか、眠気なんて一瞬で覚めていた。それより、絆ちゃんが無事でよかった。

「先輩。どうしたんですか？」
「ちょっと安心しただけだよ。それより、絆ちゃんは何してたの？」

「ご飯食べて、シャワー浴びてきたんです。

　その……ずっとお風呂に入ってなかったですし」

「あ……」

　言われて見れば、確かに彼女の髪は少し濡れていた。そのことに気づいて、どきりとする。

「先輩。私、変な臭いとかしませんよね？自分じゃ、良くわからなくて」
「だ、大丈夫。変な臭いなんかしないって」
「なら、いいですけど」
　ううっ、どきどきする。

　絆ちゃんが風呂上りってだけで、こんなに意識しちまってる。

　ああ、そういえば俺、告白しちゃったんだよな。

　絆ちゃん、どう思ったんだろ？その……やっぱり、ダメ―――
「先輩」

「―――はいっ！？」

　絆ちゃんの呼ぶ声に思わず跳びあがる。

「な、何？」

「少し、外に行きませんか？」

「……外？でも、絆ちゃん、体は」

「ご飯も食べましたし、大丈夫ですよ。それにパパの許可もちゃんと取りました。先輩と二人で、話したいことがあるんです」

「……わかった」

　ここまで言われて、断る理由はどこにもない。
　俺は、絆ちゃんの誘いに乗って出かけることにした。

「それじゃ、淳。絆ちゃんをちょっと借りるよ」

「う～ん、絆。本当に大丈夫なのか？」

「うん。いざとなったら先輩もいるし、大丈夫だよ」

「真。絆のこと、頼むな」
「おう、任せとけ」

　淳に見送られ、轟邸をあとにする。
「それで、絆ちゃん。どこに行きたい？」

「……先輩の家、じゃダメですか？」

「俺ん家！？」

「はい。手っ取り早く、二人になれますし」

「いや、でも、たぶん姉さんがいると思うし」

「そんなの、行ってみなくちゃわからないじゃないですか。とりあえず、行きましょうよ」「いや、その……はい」

　なし崩しに頷いてしまったけど、いいのかなぁ？

　自分の家で二人きり……耐えろよ、俺の理性。

　幸か不幸か、姉さんは外出中のようだった。
「は、はい、麦茶」

「ありがとうございます」

　絆ちゃんに麦茶の入ったコップを手渡し、自分もベッドに腰掛ける。

　―――って、ちょっと待て！

　何普通に自分の部屋に招きいれてるんだよ！しょっぱなから理性が負けてるじゃないか！

　絆ちゃん。君も少しは警戒しなって。俺、ちょっとした弾みで狼になる自信があるよ。

「先輩。頭抱えてどうしたんです？」
「いや、なんでもないよ。それより、話って？」
　今は、さっさと用件を済ましてこの状況から脱出しないと。俺、犯罪者になってしまう。

「先輩。私、わかった気がします」

　絆ちゃんは、コップの淵を指でなぞりながら話し出した。

「先輩の言ったこと。私は一人じゃないんだって、少しだけですけど、わかった気がします」

「うん」

「私は、淳さんのことしか見ていなかった。だから、淳さんが私を見てくれないと思ったら、何も残らなかった」
「うん」

「でも、淳さんはちゃんと私のことを見ていました。

　私が望む形ではないけれど、私のこと、ちゃんと見てくれていたんですね。
　それがわかったら、不思議と他の人たちのこともわかったんです。

　パパも、ママも、明奈でさえも、私のことを気にかけてくれていたんだって」

「うん」

「淳さんのことしか考えてなかったから、他の人が、私をどう思っているかなんて考えたことがなかったんです。それが、私、こんなに大切にされてたなんて……

　やっと、気づきました」
「そっか」

　彼女の言葉を、相槌を打ちながら聞いていた。

　よかった。本当に。
　このことに気づけたなら、もうあんなふうになることはないだろうから。

「ありがとうございます。先輩のおかげです。先輩が教えてくれなきゃ、私、きっと気づけなかった」
「お礼なんかいいよ。俺、たいしたことしてないし」
　俺がやったことなんて、姉さんや里美のものまねである。それなのに、こんな風に頭を下げられても恐縮してしまう。
「そんなことないです。先輩には、すごく感謝しています。
　私、先輩にもたくさん迷惑かけたのに、それでも私のこと―――」
「迷惑だなんて思ってなかったから」

「でも」

「……あのね、絆ちゃん。迷惑かけたって良いんだよ。
　迷惑かけたって、それを笑って許してくれる。それが家族であり友達であり、その……恋人だろ」

「先輩……」
「俺は、絆ちゃんにとって、そんな人になりたい。君が好きだから、いくらでも迷惑をかけてくれて良いんだ」
　俺がそう言うと、絆ちゃんが俺の腕に頭を預けてきた。

「絆ちゃん？」

「……先輩。私、まだ淳さんのことが好きです」

「うん」

　わかっている。叶わないとはいえ、すぐに消えてしまうような気持ちじゃないことくらい。
「でも、私、決めました。淳さんを、本当のお兄ちゃんにしようって。淳さんと本当の家族になろうって」

「うん」
　彼女の肩は震えていた。

　それは、彼女にとって、つらい決断だったはずだ。

「……先輩。少しだけ、胸借りていいですか？」
「うん」
　俺が頷くとともに、絆ちゃんが俺の胸に顔を押し付ける。
「うっ、ううっ……」
　彼女は、俺の胸にしがみついて泣いていた。
　ただ静かに……

　あいつを想っての涙を、ずっと……

　・
　・

　・

　どれぐらいそうしていただろうか。

　窓から入ってくる陽射しもだいぶ弱まり、空が赤らんできていた。

「……先輩」

　今まで微動だにしなかった絆ちゃんが、俺の名を呼ぶ。
「何、絆ちゃん？」

「ありがとうございました。胸、貸してくれて」
「もういいの？」

「……はい。だいぶ、気持ちの整理が付きました」

「そう。よかった」

　絆ちゃんの髪をそっとなでる。

　俺が彼女の力になれたなら、こんなに嬉しいことはない。

「先輩。もう一つ、お願いしてもいいですか？」

「ん？」

「このまま、私を先輩のものにしてくれませんか？」
「え？」

　俺は、驚いて彼女の顔を覗き込む。

　絆ちゃんを、俺のものに？
　それって―――

「き、絆ちゃん。そんなの―――」

「自棄で言っているんじゃありません。私、先輩のことが好きなんです」

「！？」
　俺の言葉を遮って、急に絆ちゃんが告白してきた。

「なっ、え、ええっ！？」
　驚きと嬉しさで、一瞬ぶっ飛びそうになる。が、まあ、落ち着け、俺。

　冷静に考えろ。だって、絆ちゃんが好きなのは、淳のはずだぞ。

「き、絆ちゃん、淳のことは？」

「確かに、お兄ちゃんのことはまだ好きです。でも、先輩のことだって好きなんです。

　私自身、最近まで気づきませんでした。すごく小さくて、淳さ―――いえ、お兄ちゃんっていう大きな存在がいたから。でも、お兄ちゃんのことがダメになって、先輩に優しくされて……今だって、どんどん先輩の存在が大きくなっているんです」
「……マジで？」
「こんなこと、嘘なんてついたりしません」

「ご、ごめん」

　予想外すぎて、頭の回転が追いつかない。

　だってそうだろ。あの絆ちゃんが、俺のことを―――

「先輩が卑怯なんですよ。弱っている女の子って、口説きやすいんですからね」

「うっ、いや、その……」

「私を本気にさせた責任、取ってください。先輩じゃなきゃ、ダメなんです」
　絆ちゃんが、もう一度俺の胸に顔をうずめる。

「お願いします、先輩。私の、特別になってください」
「絆ちゃん……」

「淳さんを忘れさせてほしいんです」

「あ……」
　……そうか。

　この子の中の淳は、こんなにも大きいのか。
　あれだけ泣いて、気持ちの整理を付けたと言っても、まだ残っているのか。

　長年の淳への想いが、君を縛るのなら。

　だったら、だったら俺は―――！

「いいよ、絆ちゃん」

　絆ちゃんを、静かにベッドの上に押し倒す。

「先輩…」
「俺が、淳のことを忘れさせてやる」

「―――んっ！？」

　絆ちゃんの唇を、自分のそれで塞ぐ。

　柔らかなその感触。
　彼女と唇を重ねているという事実が、俺の理性を溶かしていく。

「……絆ちゃん」

　しばらくその感触を楽しんだ後、唇を離して彼女の瞳を覗き込む。

「どう、キスは？」
「なんか、すごいです。ふわふわして、おかしくなりそう」
「まだまだ。もっとすごいキスしてあげるよ」

「んんっ！？」

　再び彼女の唇を塞ぎ、今度はそれを舌でこじ開ける。

　歯の裏側から天井と一通り舐め上げると、喉の奥に引っ込んでいる舌に自分のそれを絡めていく。
「ん、んんっ……絆ちゃん。舌、もっと出して」

「ふぁい……」

「んちゅっ、ぢゅ、ぢゅるるっ」
　べ～っと出した舌を、思いっきり吸い上げ、唾液を乗せた舌を絡める。
「ぴちゃっ、ぢゅっ…ちゅうっ」
「せん…ぱぃ…んちゅっ、ぢゅっ」

　部屋には、舌と舌とが絡まる水音だけが響き――

　気づけば、お互いの唾液で口の周りはべたべたになっていた。
「はぁ、はぁ……絆ちゃ―――んんっ！」

　一休みするため顔を離そうとしたところ、絆ちゃんがそれを許さない。

　俺の首に回した手を引き寄せ、今度は絆ちゃんからキスしてきた。

「ちゅっ…ぢゅっ、んん…んちゅっ！」

「絆…ちゃ…んんっ、んちゅう…」

　今度は、俺の口の中で彼女の舌が暴れている。

　俺はしばしの間なすがままにされ、ようやく絆ちゃんが離れたときにはお互いの唇から糸が引いていた。

「あはっ、先輩の、おいしい」

　くらくらする。絆ちゃんが、無邪気な顔でそんなことを言うので、どうにかなってしまいそうだ。

「絆ちゃん。脱がしてもいい？」

「……はい。あっ、でも、その前に」
　彼女の服に手をかけたところで急に止められた。

「絆ちゃん？」
「そのちゃんはやめてください。絆って、呼び捨てにしてほしいです」

「うん……絆、脱がすよ」
　絆がこくりと頷くのを確認して、下着以外の衣服を剥ぎ取ってしまう

　脱がしてみると、本当に実感する。

　絆の体は、本当に小さい。

　ほとんど膨らみのない胸。少し力を入れたら、簡単に折れてしまいそうなほどの細い腰。

　こんな子を抱いたりして、本当に大丈夫なのか、心配になってしまう。
「……先輩。私の体、どうですか？」
「ん、綺麗だよ」

「本当ですか？胸とか、もっとあったほうがいいんじゃ」
「そんなことないよ」

「でも、先輩にもらったエッチな本に出てくる人、みんな胸が大きかったし―――」

「……バカ」
　こんなことを気にする絆ちゃんが、やけに可愛く見えた。

「好きな女の子の胸なら、どんな大きさだって好きに決まってるだろ」

　胸の下着をたくし上げ、両手で膨らみを包み込む。

　指先に力を入れると、小さいながらも柔らかな感触が十分返ってきた。

「あっ…ん、ふぅ……」

　手のひらで乳首を転がしていると、徐々にそこが硬くなってくる。

「ふふっ、絆。硬くなってきたよ」

「んあっ…先輩が、そんな風に触る…ひゃっ！」

　今度は指先で摘まむと、絆がひときわ高い声を上げた。

「絆。可愛い」
「ん、やぁっ…せんぱ…」
　乳首への愛撫を続けながら首筋を舐めると、彼女の体がぞくりと震えた。

「それ、ダメです……ぞくぞくして」

「そっか。ここが弱いんだ」

　唾液を乗せた舌で、鎖骨から顎にかけてを何度も往復させる。

「やめ…ふぁ、んっ…んあっ！」
　首筋へのキスを浴びせつつ、胸を愛撫していた手を徐々に下ろしていく。
　彼女のお腹をそっとなで、さらにその先へ―――

　絆の秘所までたどり着くと、下着の上から押してみる。
「んっ！？ダメ、先輩！」

　すると、絆の手が俺の手を掴んで動きを止めた。

「絆？」

「やっぱり、怖いです。私、こんなに感じたことなかったから。そこまでされたら、どうにかなりそうで……」
　俺はそんな絆をそっと抱きしめる。
「大丈夫。俺を信じて」
「……」
　絆は握っていた手をそっと離して
「先輩…優しく、優しくしてください」
「うん」
　それから絆にキスをしながら、下着の上から上下にそこを擦っていく。
「はぁ…んぅ、は……あん、あっ、ああ…」

　力が入り過ぎないように気をつけながら、何度も何度も……
　しばらくすると、下着の上からでもわかるくらい、そこが熱く湿ってきた。

　感じてくれているんだ。

「直接触るよ」
「えっ…ふああっ！？」

　絆の返事を待たずに、下着をずらして指を滑り込ませる。
「あっ、あっ、ひゃあっ…ううっ、やん…」

「すごいよ。絆のここ、ぐちょぐちょになってる」
「そんな…こと…ああっ、はぁ…」

　絆のもっと乱れる声が聞きたくて、どんどん指の動きを早くする。
「ひゃっ、せ、せんぱ…あんっ！」

　人差し指と中指を、入り口のところで小刻みに横に振動させた。

「やめっ、あっ……先輩…んんっ…ひあっ！んっ、んんーーっ！？」

　激しい愛撫を続けながら、絆の唇を塞いで唾液を送り込む。
「んっ、んちゅっ…ぷあっ、あっ、だ、ダメ！怖い！んんっ、んぐっ…なんか、来ちゃ…んんー」

「ちゅっ、ぢゅるるっ……イッちゃえ。んちゅっ」

「んっ、んんっ！あっ、んん、ふあっ、ああっ、あっ、ああああああああああああああ！」

　がくがくと体を痙攣させて、絆が達する。
　下着の中から手を取り出すと、粘性の強い愛液が絡み付いているのが見て取れた。

　これだけ濡れてれば、大丈夫だよな。

「絆。下、脱がすからね」

「ハァ、ハァ……先輩も、脱いでくれなきゃ嫌です」
「ああ」
　まずは自分が着ている服を全て脱ぎ、次いでびちょびちょになった絆の下着を足から抜き取った。

　お互い生まれたままの姿になると、絆の上に覆いかぶさっていく。
「先輩。ぎゅってしてください」

　言われるまま、小さな彼女の体を抱きしめる。すると、絆も俺の背中に手を回してきた。

「先輩…」

「痛いと思うけど、できるだけすぐ済ますから」

「私のことは気にしないで、思いっきり痛くしていいですよ。先輩に、傷つけて欲しいから」
「絆、ありがとう」
　微笑む絆にキスをすると、彼女の足の間に自分の体を持ってくる。

　絆の秘所からすくい取った蜜で、俺のを濡らすと絆の入り口にあてがった。

「行くよ？」

「……うん」
　彼女が頷くのを確認して、腰を押し進める。

「くっ、はっ…んくっ！」

　膣壁を強引に押し広げ、少しずつ少しずつ奥へ。
「ひぎっ、いたっ、痛い…ううっ…くっ、あ…」

　絆の膣内はキツ過ぎて、全然入っていかない。
「キツ…」
「せん…ぱい…ハァ、んんっ…入り、ましたか？」
「まだ先しか」
「う…そ……」

　涙を流すほどの苦痛を感じている絆に、これ以上の痛みが耐えられるのか？
　やっぱ、俺が我慢して、やめた方が…

「せんぱ…やめないで。早く、来て…」
「絆、でも」

「私のことは、気にしないで。痛くてもいいから、先輩のものに…」
　ここまで言われて、やめるわけにはいかない。
　絆の体を抱きしめ、多少乱暴にでも絆の中に押し入っていく。

「せんぱ…ひぎぃっ、んあっ、あがっ！」
「き…ずな…」

　絆が俺の背中を掻き毟る。

　でも、そんな痛み気にならない。それよりも、早く終わらせてあげないと―――

「いっ、くうっ、っあああああああああああああああ！」

　ぶつっと、何かを突き破る感触とともに、ようやく彼女の最奥まで突き入れた。
「絆。全部、入った」

「んんっ、ああっ、嬉し…い」

　無理に笑う絆に、罪悪感が湧き上がってくる。
　それなのに、俺のものは絆の膣内でびくびくと歓喜に震えていた。

「くぅっ、先輩の…暴れて」

「ごめん、絆」

「い、いですよ…動いて、ください…」

「絆…ごめん！」
「んあっ、がぅ、くあっ！」
　興奮に勝てず、俺は腰を動かした。

　絆から自分を引き抜き、同じ速度でもう一度突き入れる。

　破瓜の血が潤滑油になっているおかげでさっきよりスムーズに行くが、それでもきついことには変わりない。

　おまけに、小さなこの体を抱いているという事実が、何かいけないことをしているんじゃないかっていう気さえして、それがまた興奮へと変わっていく。

「絆の膣内、すげぇ気持ちいい」
「ひっ、ああっ…うくっ、はぁ、はぁ、嬉し…ああっ！んぐっ…ぁぁ」

　射精感が、どんどんどんどん高まっていくのを止められない。

「絆。ちゅっ、んぢゅっ…ちゅるる、ぢゅっ」

「んあっ、ちゅっ、ぢゅっ、んぐっ！…せんぱ…んちゅう、ひあっ！」

　絆の唇を貪るようにして吸いつつ、腰の動きにスパートをかける。

　前後の動きだけでなく、上下左右に絆の膣内をかき回す。

「うぐっ、あくっ！先輩…激し…ううっ！」
「もうちょっと、もうちょっとだから」

「くっ、ああっ、んん！…はっ、ふあっ、はぁ…」

「絆。イク、イクよ！」
「は…い！んんぅ、くっ、ああっ！ぐっ…はぁ、先輩の…ああっ、あっ…んんっ、おっきく、なって……ひゃうっ！」

「くぅっ！」

「あ、うあ、ああああああああああああああああああああああああ！」

　どくんっ　どくっ　どくっ

　欲望が爆発する瞬間、ぎりぎりのところで絆から自分を抜き出した。
　白濁が、絆の体をお腹から顔にかけてまで汚していく。

「はぁ…はぁ……」

　息を乱しながら俺の精を受け止める絆の姿は、まるで陵辱された後のようで、改めて罪悪感が沸き上がってきた。
「ごめん、絆。つらかったろ？」
　ティッシュで彼女の体をきれいにしながら、謝罪する。

　絆の秘所からは、真っ赤な血しか流れておらず、全く感じていなかったことがわかる。

「気にしないでください。痛かったけど、すごく今、嬉しいですから」
「……絆」

「エッチってすごいですね。先輩のことしか考えられなくなりそうです」

　そんなことを言う絆の頭をそっとなでる。
　良かった。淳のこと、吹っ切れたんだな。
「先輩。今日は、泊まってもいいですか？しばらく動けそうにないです」

「うん。泊まっていきな」

「えへっ。パパに怒られちゃうな。無断外出の上、男の人の家にお泊りなんて」

「……え？」

　無断外出？

「絆。許可取ったんじゃ」

　俺が訊くと、絆はぺろっと舌を出していたずらに微笑み、

「昨日倒れたばかりなのに、許可出してくれるわけないじゃないですか。あれ、嘘ですよ」

「君ね」

「あははっ、ごめんなさい。でも、今日中に気持ちの整理をつけたかったんです」
「はぁ、しょうがない。俺も明日一緒に怒られてあげるから」

「……ありがとう、先輩」

　そのまま頭をなで続け、彼女が寝息を立てるのを待ってから、その横に寝転がる。

「おやすみ、絆」

　その日は、大好きな女の子の顔を見ながら眠りに付いた。

　明日喰らうであろう大目玉を、やけくそ気味に覚悟しながら―――
エピローグ

　夏休みも昨日で終わり。

　始業式で校長のありがたいんだかよく判らない長話を聞かされた俺たちは、新学期早々だれていた。

「あのね、夏休みはもう終わったんだぞ、お前ら」

『うぃ～っす』
　先生の言葉に返事する輩も数名だけだ。全体的にやる気がない。

「はぁ、まあ今日は授業がないからいいけど、明日もそんな調子だったら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(モルモット),実験材料)になってもらうからね。今日中に夏休み気分を抜いて置くように。いいわね？」

『うぃ～っす』

「……ダメだこりゃ。もういいわ、かいさ～ん」

　沢野先生のその言葉で、帰り支度を始めるクラスメイトたち。

　そんな中、教室の前のドアががらっと勢いよく開かれる。
　そして、そこから走って現れる小柄な影―――絆だ。

　まあ、別に誰も驚きはしない。夏休み前にも、毎日のようにこの光景を繰り返していたんだから、見慣れたものである。

　抱きつく相手が、淳であればの話だが―――

「せんぱ～い！」

「おわっ！？」

　椅子に座ったままの俺に、絆ちゃんが勢いよく抱きついてきた。
　あ、危なっ。座りながら受け止めるのって、きっついな。ひっくり返るかと思ったよ。

　淳のやつ、これを毎日やってたなんて……やるな。

「先輩。一緒に帰ろ」

「ん。その前に、危ないから急に飛びつくのは今度からは禁止ね」

「え～」

「文句言わない」

「せめて立っているときくらい、いいじゃないですか」

「……わかったよ。じゃあ、立っているときだけな」
　とそこで、クラスの雰囲気が変わっていることに気づいた。

　なんというか、ほとんどの人間がこっちを見たまま固まっているのだ。

　それはもう、ものの見事に、カッチンコッチンにだ。
「……ちょ、ちょっと真。それ、どういうこと？」
　そんな中、さくらが最も意識を取り戻すのが早かったらしい。おそらく、クラス全員が訊きたがっていることであろうことを訊いてくる。

「どうって、言われてもな。見たまんまなんだが」

「私、先輩と付き合ってるんですよ」
　―――――ピキッ

　なぜか、クラスの空気が凍りつく音が聞こえた気がした。

「し～ん～ちゃ～ん～」

「で、出たな、妖怪肉ダルマ！」

　くっ、こうなることはわかっていたが、凄まじい殺気だ。
　覚悟していたとはいえ、この死地を乗り切れるのか！？

「納得いく説明をしてもらおうかしら、しんちゃん」
「せ、説明も何も、俺と絆は付き合ってる。これだけだ」

「カッ！」

「ひっ―――！？」

　は、般若がここにいるよ。怖いよ怖いよ。

「気の迷いよね、しんちゃん。今ならまだ許してあげる。しんちゃんが浮気するわけないもんね？」

「浮気も何も、俺はお前とそういう関係になった覚えはないぞ！」

　どんなに恐ろしくても、これだけは退けない。退いてはいけないんだ！

「絆は俺の恋人だ！」

「先輩…」

　俺は断言した。

　クラス全員の前で、その事実をはっきりと口にしたんだ。

　……おかげで、俺に向けられた殺気が５割り増しになっているけど。

　そういえば、絆のファンが結構いるんだった。里美のことだけで、そいつらのことまで考えてなかったぜ。

　どうしよう、この状況？
「絆。あなた、どういうつもり？師匠の私を差し置いて、何しんちゃんにくっついているのよ！」
「甘いですよ、大貫先輩。弟子は、いつか師匠を越えていくものです」

「何言ってるのよーーーー！」

「負け犬の遠吠えは見苦しいですよ」

「うるさいうるさいうるさい！私は、しんちゃんと一緒にお風呂に入ったことあるのよ！キスも経験してるのよ！」

「……ガキの頃の話持ち出すなよ。だいたい、あれはお前が無理矢理――」

「カッ！」

　里美の眼光の威力に思わず黙る。ううっ、こいつ、そのうちビームとか出しそうだ。

「どう、絆？格の違いを思い知ったかしら？」

「それくらいなんですか。キスなら私もしましたし、それに、私、もっと激しく先輩に愛してもらいましたし」
『………………』

　絆の爆弾発言が、クラス中の人間を再び固まらせた。

「ね～、先輩」

「絆。そういう発言は、危険――」

「きしゃああああああああああああああああああ！！」

　案の定というかなんというか、里美が発狂したようだ。

「しししししししんちゃん！」

「うわっ！？」

「もう私たちが一緒になるにはこれしか方法がないの、飲んで！」

　いきなり近づいてきた里美が手に持っているのは謎の小瓶。蓋を開けたらとんでもない臭いが漂ってきて―――

「くさっ、おまっ、なんだよそれ？」

「ある組織から買ったほれ薬よ！数百万はたいたんだから！」

「里美。お前、それ絶対騙されてるぞ」

「何でもいいから飲んで！口移しで飲ませてあげるから！」

「殺す気か！？」

　里美の豪腕が、俺を襲う。

　やばい！避けられ―――

「えいっ！」

「あ」

　一瞬の隙を突いて、絆が里美の手から小瓶を奪い取った。そして、そのまま窓の外に放り投げ―――

「私としんちゃんの愛の秘密兵器が！」

　里美も、それを追って窓の外に躍り出た。

　……ちなみに、ここ三階なんだが。

「ぎゃああああああああああああああああああっ！」
「さっ、先輩。邪魔者もいなくなりましたし、行きますよ」
「……そうだね」

　今の悲鳴は、聞かなかったということで。

「救急車呼べ、救急車！」
「血、血が……はうっ」

　騒ぐクラスメイトや、気絶するクラスメイトも今の俺には見えない。見えないと思い込む！

　そうして廊下に出ると、どさくさに紛れて先に出ていた淳と飯塚さんが迎えてくれた。

　俺と絆ちゃんが付き合っているというだけでなく、この二人が付き合っていることがわかれば、さらにえらいことになる。そうならないように、俺の指示で先に外に出しておいたのだ。まあ、いつまでも隠せるとは思えないけど……

「どうしたんだ、真。中が騒がしいみたいだけど？」
「ああ、気にするな。里美が窓から落ちただけだ」

「それって、大丈夫なのか？」

「里美は殺したって死ぬようなやつじゃないって。スカイダイビングをパラシュートなしでやっても生きてると思うぞ」

　うん。なぜかその自信はある。明日にはぴんぴんしているだろう。

「それより、どこに遊びに行く？」

「あ、それなんだけど、打倒真に向けてゲーム練習したんだ」
「おっ、ということはゲーセンか。いいぜ、軽く揉んでやる」

「その前に、どこかでご飯食べよう。私、お弁当作ってきたから」

「私も私も！」

「……絆。ドジっ子で作ってないよな？」

「大丈夫ですよ。まともなやつ作りましたから」

「それなら、よろしい」

　結局、俺たちはまたこの四人でつるんでいる。
　でも、前の関係とは全然違う。

　絆は、もう猫をかぶらなくなったし、二人二人に分かれることが多くなった。

　前みたいに、一人と三人の関係じゃない。俺と絆、淳と飯塚さんの二組で四人なんだ。

　これが、俺たちの新しい関係。

　絆が笑っている。

　淳も、飯塚さんも、そして、俺も笑っている。

　前と同じ―――いや、前以上に楽しい時間がこれから始まるんだ。
「先輩」

「ん？」

「大好きっ」

　腕にぶら下がる絆の体重を感じながら思う。

　生きていこう。

　かっこ悪くても、自分勝手でも。

　大切なこの子と一緒に、ずっと―――
